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異世界で就職したら、花嫁候補として溺愛されました!?









プロローグ




　はぁ、はぁ、はぁ。

　熱い息がこぼれる。

　宿の部屋の扉に、ジェリィは背中を押しつけて座らせられている。

　これはレイフが部屋に入った途端、押し倒してきたからだ。

　驚いた。

　甘味の波を抑え込んでいるのは、てっきり自分だけだと思っていたから。

「どうしたら……俺だけのものになる……こんなところまで来たのに……」

（…………？）

　乳房の先から与えられる感覚に震えながら、レイフの言っていることがわからないと思った。式は挙げていないものの、ジェリィはレイフの妻だ。もうレイフのものみたいなものではないか。

　胸の桃色を甘く噛まれて、ジェリィは声を上げた。

　片方の脚は高く広げられ、ジェリィの秘所は無防備な姿を晒している。

　その濡れた割れ目を、指が執拗に出入りしていた。

　中を擦られるたびに甘い声をもらし、躍動する襞から垂れる蜜液が脚を濡らす。

「あんっ……あん、も、嫌……嫌じゃな……」

　自分でも何を言っているのかわからない。ただ、嫌だと言えば、無理やり終わらせられるように思えて、はっきりとは言えなかった。

　正直に言えば、もう指じゃなくて、もっと激しく突いてくれるものが欲しい。

（欲しい。レイフが欲しい）

「立って。ドアに手をついて」

　後ろに返されて、残りのドレスと靴を全て脱がされた。

「んぅ……嫌、恥ずかしい……」

　レイフの舌が、うなじから背筋を辿った。

「脚、もっと開いて」

　酔いで赤くなった耳元に過ぎる息が、熱く感じた。

　レイフの体温が、ジェリィの酔いの回った身体を上回ったようだ。

　おずおずと開いた脚のつけ根に、レイフの指がまた滑り込んでくる。

　身体を立てたことによって、蜜液が下へと流れるのを感じた。

（すごく濡れてる……恥ずかしい）

　甘味を逃さないようにと必死になってレイフの指に絡みつく水音が、ジェリィの耳から頭の中に入って意識を朦朧とさせた。

（もう、どうなっても……あっ）

　乳房の先をきゅっと摘まれた。全身にぴりっとした感覚が走る。

「意識を手放しちゃだめ。これからもっとすごいことするのに」

　知ってるでしょ？　と熱い息を吹きかけられて、膝が落ちそうになった。

「おっと、もう無理そう？　……俺にもたれかかって」

　涙の粒がほろほろと落ちていく。

　両腕を、レイフの肩に回した。

　小柄なジェリィの身体はひょいとレイフに抱き込まれ、ベッドへと移動した。

「そんなに気持ちいいの？　……ジェリィ、可愛いね。もう、俺を好きになりなよ」

　ベッドに寝かされて、指が唇に触れる。

　キスしたことがないこと、レイフはもう気づいている。

　……キスは、あの人としたのが最後。そしてあの子は自分の身体を傷つけ始めた。

　背筋がぞっと凍った。

　びくり、と動いた肩をレイフの裸の腕がぎゅっと抱きしめてくれた。

「俺に集中して。感じてて。他のことを考えないで」

　こめかみにキスを落とされる。優しいキス。

　どんなジェリィでも受け入れると言っているようで、また涙がこぼれた。優しくされるとつらくなるのに。

「忘れて……俺だけ感じてて。他の男なんか見るな。俺があげたイヤリングを……」

「んんっ、あの時は……勢いで……ひゃんっ！」

　入ってきた指の本数が増やされた。

　乳房が強めに噛みつかれる。

「勢いでも嫌だ。ビール飲んでてもダメ」

　噛みついた乳房に舌を這わせてくる。その部分がじんと熱く感じられた。

「あっ、わかっ……あんっ……あっ……」

　ぐちゅぐちゅと秘所を出入りする指が、たまらなく気持ち良かった。

　あふれ出る蜜液は、ベッドの敷布まで汚している。

　腰が落ちるたび、冷たいと感じるほどに。

「んっ……」

　下腹がきゅんきゅんと絞られる。指を離すまいと必死に抱き込んで。

　レイフが額にキスをくれた。

「いったの？　可愛い」

「はっ……あっ、は……」

　くたり、と横たわるジェリィの脚を広げて、レイフが腰を割り込ませた。

　ジェリィはふる、と首を横に振って無理だと訴える。

「そんな、可愛く言ってもダメだから」

「────っ！」

　一気に入られて、また目の前が星で飾られた。

　入っただけで、またいってしまったらしい。

「可愛い……ぞくぞくするよ、ジェリィ……もっと、って鳴いてよ」

　ぐちゅぐちゅと音がする。

　秘所を貫かれるたびに、甘い感覚が頭まで貫き通る。

　勝手にあふれ出る唾液が伝って、頬を濡らした。

「うんっ……んっ……もっ……と、奥っ……」

「そう、今みたいに可愛くねだって。何だってしてあげる……」

　両脚を揃えて抱え込むような体勢で腰を入れられると、ぐっと奥まで入るように思えた。

　目の前にはまだちらちらと光が散っている。

　肌と肌のぶつかり合う音と秘所が鳴らす甘い音と相まって、ジェリィは首をのけぞらせた。

「いっ……く……」

「ダメ。もう少し……一緒に……んっ」

　短い声と一緒に、レイフはひたりと腰を押し込んだ。レイフのものをぎゅっと握りこんで離すまいとする秘所が小刻みに震えているのがわかる。

　その中に、レイフは白濁を放った。
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「そろそろ……俺の子を孕むんじゃない？　早く、孕めばいいのに」

　ぞっとする笑みを浮かべたレイフが目に入ったかどうかもわからない。

　ジェリィは夢かもしれないと思いながら、そのまま身体を横たえた。








第一章




　くそやろう。

　ウェディングドレス風の純白のドレスをドロワーズにぱんぱんにつめ込んだエヴァンジェリン・バニスターは、足首までつかるぬかるみの中を、ずんずん歩いていた。

（冷たくて、気持ち悪い感触。たまに踏む小石は痛いし、最っ低っ！）

　月の光がやたらと眩しい。今日は満月だったろうか。

　ゆるゆると落ちてくる月光のおかげで自分がどこを歩いているのか見当がつきそうなものだが、目の前に広がる光景は、泥の道が長く続いているだけ。進んでいるのかいないのか、それさえも計りかねている。

　歩く道の左右で、名前も知らない木々が不気味な歌を歌うようにざわざわと風に揺れた。

　最初は並木道にでもする予定だったのだろうか。

　それにしては世話が雑すぎるようにも見える。

（ここの城主はいったい何を考えて、こんな場所を作ったのかしら）

　足が重い。

　メイドのフィオナが即席で作ってくれた麻の長靴を履いてはいたものの、泥が中に入ってきて、脚を濡らし、びちゃびちゃと音を立てている。

　感触は最悪だ。

　数時間前、城から送り出してくれた彼女の呆れ顔が頭をよぎる。

　エヴァンジェリンつきのメイドだと名乗った女、フィオナ。

　つややかな髪を一つにまとめて美しく、顔の作りは中ほどのように感じた。

　そのうち嫁にでも出るんだろうかと、一週間しかいなかったのにさみしげに感じた。

「花嫁さまが旦那さまの離れに行かれるなんて、聞いたことがありません。他の花嫁さまもおとなしく部屋でお待ちになっていたんですよ！」

　エヴァンジェリンが城を出ていくのを止めた、彼女の声が去来する。

『他の花嫁さま』──！

　なんという単語だろうか。

　ここの城主は以前にも何人も花嫁を迎えているという事実にも吃驚びっくりだが、誰一人として残らなかったという話も驚きだ。

　大量の花嫁がやって来て、大量に去っていく。

　一体どんな人格を持ち合わせていたら、そんなことが起こってしまうのか。

　よっぽど気難しいのか、それとも生理的に無理とかいうアレな感じなのか。

　そんな男にこれから会おうとしている自分も馬鹿なのかもしれない。

　エヴァンジェリンは頭をくらくらさせながら、金色のふわふわの髪を掻いた。

「それでその花嫁さま方は、城主にほったらかされて実家に帰ったんでしょう？　どうでもいいから、わたしはその旦那という、くそやろうに会いに行くわ」

　ではせめて、と即席で長靴を作ってくれたものの……。

　泥の中に足を入れてまた、引き上げる。

　その足はほとんど素足で、泥の下にある何かわからない固いものを踏んでいる感覚もあった。

（足の裏に何か刺さらなきゃいいんだけど）

　その片脚を泥から引っこ抜いて、エヴァンジェリンが牧場の戸を蹴破る。

　相当手入れされていなかったのか、その一撃で牧場の戸は飛んでいって砕けた音がした。

　城の影になっていて辺りは暗く、どこへいったのか皆目見当がつかない。

（どこへ飛んでいっても構わないのだけれど）

　その後も同じだ。びちゃびちゃ音を立てながら進んでいく。

　月明かりに照らされたドロワーズには泥が跳ね、腰まで黒い大小の水玉模様を作り出していた。

（だいたい、なんで花嫁が待っている城に帰ってこない、あのくそやろうのために、ウェディングドレスを七日も着てなくちゃならないの？）

　初老のミズ・クリスティが、メガネのつるに手入れの行き届いた光る指先を添えて、『それが花嫁でいらっしゃるということですよ』と諭すかのように、まったく無意味なことを言っていた。

　花嫁候補であるがゆえに、顔さえ見に来ない男を待って待って待ち続ける？

　本当に無意味だ、時間の無駄だ。

　そして結果、主が変人と呼ばれてもいいのか？

　ともすると、こんな山奥にいるがためにそんな噂が立っていることすら、本人は知らないのかもしれない。

「花嫁を一週間も放り出して何やってんの？　もう実家に帰らせていたただくわよ、旦那さま！　普通の令嬢ならね！」

　扉を蹴破ってからすぐ農夫が立っているのが見えた。

　ようやく人に会えたとホッとすると同時に怒りが湧いてきた。

　この沼地は、やたらに広すぎるし、人がいなさすぎる。

　とにもかくにも、エヴァンジェリンはこれまで唯一出会ったその男に声をかけてみることにした。

「ちょっと！　そこの人！　この城の旦那さまとやらは──」

　叫びを終える前に、深い泥の中にも関わらず、農夫は素早く近づいていた。




　──にゃーん……。

（猫の鳴き声？）

　きょろきょろと周りを振り返るも、それらしい子はいない。気のせいか。

　エヴァンジェリンと農夫の歩き方は雲泥の差だ。相当この場所に慣れているのだろう。

　かなり嬉しそうな顔をして、エヴァンジェリンを見ている。

　月明かりでもわかるほど。

　顔色はうっすらと赤く、半開きになった口元は、歓喜に緩んでいた。

（初めてここまでやってきた花嫁に感動しているのかしらね！）

　鼻息荒く、得意げにほほ笑んでいるエヴァンジェリンに、男はとんでもないことを言った。

「ララナ！　ああ、ララナが本当に来たんだ！」

（……はぁ？）

　ララナ……って誰よ？

　変人主の下僕は変人なのね、と独りごちていると、唐突に、更に近づいてくる彼は泥だらけの両手を伸ばしてきた。

「ひっ……？」

　エヴァンジェリンの金色のふわふわした髪や細い首、細い腕、ふくらんだ胸、くびれた腰、脚、と順に触っていく。

　おかげで男が触り終わった場所はすべて泥だらけだ。

　男は非常に満足そうに、目に涙を浮かべて「ララナ……ララナは本当に来たんだ……」と呟いていて、呆気に取られていたエヴァンジェリンは、はっと我に返った。

　歓喜の涙に打ち震える男の横っ面を、男と同じく泥だらけの手で音が響くほど引っぱたいた。

「ちょっとあんた！　勝手に人の体べちゃべちゃ触んないでよ！　この変態くそやろう！　わたしの姿を見なさいよ、きったない泥だらけじゃないの、まったく……」

　引っぱたかれた男は、突然衝撃の走った頬を、その泥だらけの手で撫でている。

「だいたいララナって何？　なんなのよ？　変な城主の部下って、やっぱり変なのかしらね」

　エヴァンジェリンは相手の顔を改めて見た。

　黒髪に藍色の目。

　艶のある髪を短くして、藍色の目が月明かりに反射していた。

　綺麗なのは顔の作りだけで、あとは全身泥だらけだ。

　長身でしっかりした体躯。絶対に、殴り合いまでもちこんではいけないタイプだ。

　それにしても。

（意外とハンサムだわ）

　こほん。

　自分の現金さに呆れてから、一つ、小さな咳払いをする。

「わたしは、エヴァンジェリン・バニスター。歩くの疲れたから、城の主とやらをここに連れてきてちょうだい」

　ふう、と吐息を漏らしながら、ここも乾いた泥だらけと思われるベンチに座った。

　泥の水玉模様が描かれたドロワーズを、今更汚れてはいけないなどと気にする必要もない。

　風は涼しい。泥に濡れた場所だけひんやりと冷たく感じた。

（よくこんなところまで裸足で歩いてきたもんだわ）

　どうしてここまでやれたのか。

　七日間の待ちぼうけのイライラからか、自分に呆れながら夫となる男に少し期待していると、農夫がエヴァンジェリンの命令も耳に入っていないのか、隣で棒立ちになっている。

「ちょっと、早くわたしの夫になる男を連れて来なさいよ」

　農夫はじっとエヴァンジェリンを見て、にぃと笑って「アタリ」と言った。

「……『アタリ』ですって？」

　意味不明だ。

　困惑して眉を潜めているエヴァンジェリンを、農夫は軽々と肩に担いだ。

「ちょ……っ！　何すんのよ、わたしの言うこと聞いてた？　誰が運べって言ったのよ、わたしは『旦那を連れてこい』って言ったの！　ねぇっ、聞いてるの？」

　びちゃびちゃと音を立てるもスムーズに歩く農夫の作る振動を、腹だけで受け止めるのは至難の業だった。

　ここは、エヴァンジェリンにとって初めての土地だ。

　初めての土地で泥だらけになりながら歩きまくった末に出会ったのが、わけのわからない農夫で、今その肩に担がれている。

　酷すぎる。

　実家に帰りたい。……帰れるものなら。

　農夫は目的地にたどり着いたようだ。エヴァンジェリンを肩から降ろして、じっと顔を見つめて「アタリだ」ともう一度にい、とわらった。

（意味不明で、幾らハンサムでも気持ち悪いんだけど）

　びゅう、と風が吹いて、エヴァンジェリンの髪を揺らした。

　泥の水玉模様のできた白い手で髪を押さえ、自然と伏目がちになっていた目をゆっくりと瞬かせる。

「……湖？」

　わかったのはそれだけだ。

　月明かりが、風に揺れる小さな波に反射して、きらきらと光っている。それもかなり巨大な湖だ。対岸が見えない。

　船で乗り入れてきた誰かが、海かと勘違いするだろうほどに。

　それよりも、とエヴァンジェリンは農夫を見上げた。

　エヴァンジェリンが小柄な上、農夫が長身のため、顔を見るには見上げるしかないのが、なんだか腹が立つ。

　農夫はつい、と泥だらけの大きなハンカチをエヴァンジェリンの耳から口元まで、ぎっちりと結びつけた。

　何のまねだ、と声を出そうにも出せそうにない。見ると、農夫も同じように鼻と口をハンカチで覆い、両耳できゅっと結びつけていた。

（何が始まるって言うの……まさか旦那さまは見えない対岸にいるってんじゃないでしょうね？）

　真っ暗な湖を船で渡る？　それこそぞっとする。

　実家に、いやどこか遠くに行きたい……。

　農夫がピューと口笛を吹いた。

　口を封じられているのに、よく音が届くものだ。

　何かを呼んでいるらしい。

　湖がざわざわとさざめきだした。

　びょう、と風が吹き、吹きあがった湖水が雨となって降ってきた。

　両腕で水をかぶらないように防御しているつもりが、最終的には波となった湖水に飲み込まれそうになると、水の中で両腕を掴まれた。波が去った。

「ちょっと！　いったい何をやってるの！　早くくそやろうに会わせなさいよ！　さっきからそう言ってるでしょ！」

　まったく！　とびしょびしょに濡れた服をしぼっていると、目の前に、大きな影がかぶさっているのに気づいた。

　巨大だと思った湖を狭そうにしている化け物の姿がそこにあった。

（ぎゃあああああああ！）

　声に出せない声が心の中だけで、わんわん響き続ける。

　その化け物は全長百メートル、飛行機並みだ。

　蛇のような形で色は、ネズミ色。

　固そうな肌をしている。

　口は掃除機のようで、その内側すべてに尖った歯を持っている。

　両眼は虫と同じ複眼のようで、それらは赤く燃えているように見えた。

　がくがくと震えるエヴァンジェリンの膝は五秒程度しか保てず、がくんとその場所に尻もちをついた。

　農夫はというとその化け物の頬（？）を撫で、死んでいるであろう豚をまるごと、次々に掃除機の口へ放り込んでいった。

　豚一頭を幾つも繰り返し投げ入れる農夫の腕力にも驚いたが、この化け物をやすやすと飼いならしていること自体が異様だった。

「メスターストゥアームという竜だ。名前はジュリア。可愛いだろう。昔は毎日乙女を一人ずつ食べさせたらしいんだけど、ジュリアは豚で満足している。健気だと思わないかい？」

　にっこり笑って言う農夫の声が異様だ。

『乙女を毎日食わせていた』……まさか花嫁がいなくなったのは、この化け物のせいでは……。

　いやいや、花嫁は皆王都に帰ってきている。

『花婿は顔も見せなかった』と怒って。ということは花嫁は餌にされたわけではない。

　それに比べて自分は牧場まで来てしまって、今目の前に掃除機の化け物がいる。

　確かにまだ『花婿の顔を見ていない』。

　この状況で食われたら、永遠に顔を見ないまま、深遠に突き落とされる。

　豚に満足したらしい掃除機の化け物は、またざぶりと雨を降らしながら、湖に戻っていった。

　泥臭い上に豚の臭いまで手にのせた農夫の手が、自分の手巾を取り、エヴァンジェリンの口元の手巾も取ってくれた。髪にからまないように、細心の注意を指の動きからうかがえた。

「苦しかったか？　悪いな。ジュリアは毒の息を吐くから、吸い込むと死んじゃうからね」

　物騒なことをさらっと言ってのける。

「なんって……、物騒なもんを、城の湖に飼ってるのよ？」

　湖といえば舟遊び。バニスター家ではそれが日常だった。

　その前は……いやいや、それは考えまい。

　今度は空が騒がしくなった。

　ぎゃあぎゃあと聞こえる……鳥？

　月明りを背景に『鳥』はどんどん大きくなって、こちらはほぼ十メートル。

　二本の足があり、鳥のような形をしている。

　だが顔は竜だ。

　それも十匹ほどが、物凄い風を起こしながら、恐ろしく大きな止まり棒に止まっている。

　着地してもまだぎゃあぎゃあと喋り（？）続けている。

「ワイバーンだ。軽くて空を飛べる。人も乗ることができる」

（プテラノドン？　飛ぶ竜……飛竜ってことでいいかしらね）

　掃除機の化け物を見たあとでの飛竜は、ハードルが低い。

　今度は（多分）死んだ鶏の肉を投げると、飛竜は喜んで集まってきた。

　鶏が好きなのか、咀嚼すると一匹ずつ農夫の手に触れていった。腹がいっぱいになったのだろう。止まり木に止まって、うとうととしている。

　エヴァンジェリンはさっき掃除機の化物を見て尻餅をついたままの姿で、月明かりを背景に、にぃっと笑う農夫を見た。

「俺がこの城の主、くそやろうこと、レイフ・カートライトだ。おまえは？　俺に何の用があってこんなところにまで来たの？」

　えっ？　という言葉をエヴァンジェリンは寸での所で押しとどめた。

　こいつ、いや彼が城主のレイフ・カートライトその人？

（こいつはわたしが誰か知らないで対応してた……まさか、城内に花嫁がいたのを知らずにいたってわけじゃないでしょうね？）

「エヴァンジェリン・バニスター……こう見えて、貴方に嫁いできた女ですけど！」

　落ち着いて言おうとしたのに、語尾が急激に上がってしまった。この七日間はいったい何だったのだ？

「ああ」とレイフは藍色の目で、じっとエヴァンジェリンを見つめた。

「客人が来ているというのは聞いていたが、まさか花嫁だとは知らなかった。客人ならゆっくり過ごしてもらっていればそれでいいと思っていたし」

　何このゆっくりした人？

「客人であろうと、待たせっぱなしで七日以上もほったらかしなんて、ありえないでしょう！　普通用事があって訪問しているんでしょうに！」

「それは考え至らなかったな。皆、この山奥の城に興味があってのことかと思って、どうぞゆっくりご覧ください、という気持ちだった」

　呆れた男だ。

　城でレイフを待っていた花嫁候補は、城主が竜を飼っていることなど、知ることもなく王都へ帰っていったのだろう。

　ただただ城主を待ち続ける七日間を過ごして、イライラに耐え切れず、それぞれの実家に帰ったに違いない。

　改めてレイフを見た。長身でがっしりしていて、髪の色も目の色も美しい。

　カートライト家は伯爵。子爵令嬢からすればこれは玉の輿……。

　いや、玉の輿にしてはどうなのだ。

　城の内装はぼろぼろで、人も家令のじいさんと会計をやっているらしいミズ・クリスティ、エヴァンジェリン付のメイドであるフィオナ、飯炊き女のアンナ、掃除婦のボニー。

　一城に仕える人数としてはあまりにも少なすぎやしないか？

「わたし。あなたと結婚する感じ？」

　突拍子もない質問だと、自分でも思った。

　レイフはきょとんと目を見開いて、「そうらしいね」と返してきた。

（『そうらしいね』ですって？）

「ねぇ、もしかして、何人も花嫁候補がこの地を訪ねてきたのは知らない？」

「それは知っている」

「じゃあどうして迎えに城へ行かないの！」

　いや、だって、と背後の湖を振り返る。

「竜たちの世話があるから。用事があるなら、向こうから来るだろうと思ってたしさ。ああ、ちょうどエヴァンジェリンみたいに」

「馬鹿なの？　令嬢は普通、こんなきったない所に自分から足を運ばないものよ」

　へぇ？　とレイフは薄笑いを浮かべた。

「じゃあ、エヴァンジェリンは『普通の令嬢』じゃないってことなんだ。いったいどういう令嬢？」

「うるっさいわね！　おいおいわかるわよ」

「さっきの結婚するのか、という問いについてはＹＥＳ。俺はエヴァンジェリンを気に入った。名前は長いからジェリィでいいかな」

「わたしがあんたを気に入ったかどうかは？」

　レイフが、は？　と雑な聞き返しをしてきた。

「ジェリィは結婚するつもりでここに来たんだから、城に到着した時点で選択肢はなし。あと──」

「なによ」

「俺のことは『あんた』じゃなくて『旦那さま』または『レイフ』で呼ぶように」

　フーンと鼻に息が通って変な音が鳴った。

「花嫁はご不満？」

「名前で呼んでもいいだなんて、変な貴族ね。物語の王子さまってなんていうかもっと堅苦しい感じの……」

「物語の王子さまって何？　その年で絵本が好きなの？　それ以前に僕は領主であって王子さまではないからねぇ」

「年は関係ないでしょ！」

　真っ赤になって言うジェリィにレイフは子供のように笑い声をあげて「わかった、わかった」と言った。二回言うところが頭にきたけど、それ以上は黙った。

　これを機会に別に言っておくことがある。

「レイフは、山奥の城でゆっくりしてもらって……なんて言ってたけど、自分の城見たことあるの？」

「そりゃもちろん城主だから、たまには帰っているよ？」

　ジェリィはぐっと距離を詰めて、レイフの胸を人差し指で突いた。

「じゃあ！　あのお化け屋敷みたいな城と荒野かと思うような庭と、そもそも城までの道が道ならぬ道だってこともご存じなの？　そんなところで客人がゆっくりできるとでも思っているの？」

「なるほど。じゃあ、たった今女城主になった君にまかせよう」

　面倒くさがりだな、とジェリィはじろりとレイフを見た。

　レイフは降参と言わんばかりに小さく両手を上げて見せた。悪戯っ子の笑みだ。

（こんな顔は少し可愛いなぁ……じゃなくて！）

「城を改装して、仕える人数を増やしてちょうだい。あと、城の前のスペースも花壇を作って、ちゃんと『庭園』に見えるようにして。レイフはこの城の裏側しか知らないかもしれないけど、ここと大して変わらないぐらい汚いんだからね！」

「へーえ。ここと同じぐらい」

「……ちょっとそこは大げさに言いました、すみません」

　レイフは「ま、ジェリィが嫌なら、早速人を用意して改装させよう」と他人事のように返してくる。

「あとなんかある？」

「そうね、毎日帰ってくること。あの城、とにかく暇なのよ」

　ＯＫと軽く返してくる。

（簡単に帰ってくる約束してくれるけど、本当でしょうね？）

　少々納得いかないまま、ジェリィは「それならいいのよ」と頷いた。

「じゃあ、ちょっとあれに乗ってもらうか」

　あれ、とは。

　ジェリィは固まった。

　まさか、ワイバーン？

　黙っていたレイフが今度はじっとジェリィの姿を見た。

　ぼさぼさになった金色の髪、泥だらけの手で触れられた首、特にふんわりとした胸、細い腰。腰にはドロワーズを穿いていて、その中にウェディングドレスのスカート部分がこれでもかというほど、無理矢理突っ込んである。

　足元はフィオナが用意してくれた麻の靴を履いているが、もうボロボロになっていて、ほぼ裸足だ。

　レイフはゴム製の長靴を用意すると、ジェリィの泥だらけの足にキスし、そっと履かせた。

「うわっ、何すんのよ、えっち！　変態！」

「お好きに。ドレス姿でワイバーンに乗るのは、アウトかな。鱗に引っかかって危ないけど、まぁ百歩譲ってドロワーズなら……って、知ってる？　ドロワーズって下着だよ？　足は見せちゃいけない女性の嗜みというもので──」

「そんな御託はいいわよ。だいたいレイフが城に戻らないから、こういう格好になってんのよ！　ていうか、その飛竜にわたしを乗せることになっているけど、それはどうしてなのかしら！」

「変な令嬢だなぁ。その辺り、ほんと詳しく聞いてみたいんだけど」

　と、文句ばかりのジェリィの頭に兜を載せ、鎖の鎧を着せるレイフは、自らも同じ格好をした。

　戦場に行くのでもないのに、なぜこんな格好をしなければならないのか。

　疑問を口にする前に、レイフはワイバーンの群れに向かって「アリスン」と個体を呼んだ。

　アリスンがぶわっと羽を広げ、レイフのもとへ着地した。アリスン以外の呼ばれなかったワイバーンが、不満そうにぎゃあぎゃあと文句を言っているようだった。

　アリスンがぎょろ、と赤い目でジェリィを見た。

　視線を合わせたまま、ジェリィもじっと目に力を入れた。

　しばらくそのままの状態でいて、間にいるレイフはそれを楽しんでいるように見えた。

　アリスンは「しゃあっ！」と一度鳴いて、レイフの手にすり寄った。レイフは手綱をつけながら、「どうやらアリスンに認められたようだよ、ジェリィ」と言った。

　認められる？　背中に乗ることを？

　誰も彼も乗せはしない。ワイバーンなりの矜持があるのだろうか。

（と言うより、アリスンは良くてもわたしは乗りたくないんだけど！）

「ジェリィ。その鎧と兜、鬱陶しいだろうけど、外さないようにね。風の抵抗がすごいから」

　そう言われても、これらをつけた瞬間から、ずぶずぶと足元が沈んでいっている。これを着て歩けるかどうかも不安だ。

「こんなもんつけてたら、アリスンが重くて飛ぶのつらいんじゃないの？」と言うと、レイフが「ははっ」と声に出して笑った。

　兜の中で笑っているので、どんな顔をしているのかはわからないが、想像はつく。

　ジェリィは声を荒げて、「アリスンのことを心配してんの！」と半ば叫ぶように言った。自分の声が兜に反響して耳が痛くなった。

「ジェリィみたいなちっちゃい女の子を乗せても、アリスンには何も乗ってないのと同じだよ」

　腹が立つ。このくそやろう。

　そう言ってやりたかったが身動きできない、声も出せない状態で、ジェリィには何もできることがなかった。

　アリスンの準備ができたのか、レイフはジェリィを軽々とワイバーンの後方席に乗せ、ベルトをつけ、持つ場所を教え、姿勢を教えた。真剣な声だった。

　それが終わると、レイフは前の席に乗り込み、「アリスン」と言って、アリスンの腹を軽く蹴った。

　びょう、と風が舞う。アリスンの両足が宙に浮いたのだ。

　そこから一気に上昇して、兜の意味を知った。こんな暴風、素顔では絶対受けられない。

　ゆるやかに平行になり、レイフの指示を聞いたアリスンはじろりとジェリィを見て、飛行がゆっくりになった。レイフは初心者のジェリィに気を使ってくれたらしい。

　月光の中、ゆったりと飛竜が飛ぶ。

　さっきの湖が見えた。

　その周りは鬱蒼とした森が広がっていて、アリスン以外の飛竜が一斉に飛んでいくのが見える。

　普段は森で暮らしているのだろうか。

　飛竜の生体を知っているわけではないが、そんなことを思った。

　黒く汚れた城の天辺を越えて、雑草だらけの広い花壇を越えると、その向こうの街の明かりがちらちらと見えた。
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（電気……は通ってなさそうだから、ランプかな）

　際立って明るい店が何軒かある。

　酒場だ。唇を舌で濡らす。酒は大好物の一つだ。

　レイフはどうせ牧場に行くのだろうから、明日にでも一人で酒場に行ってやろうと思った。

　ぐるりと回ると、暗がりに道が見えた。

　ジェリィが馬車で通ってきた道だ。物凄くぼろかった。

　馬車そのものが落ちるんじゃないかと思うほど、ぎりぎりの道幅を走った。

　よくカートライト城までたどり着いたもんだと我ながら思う。




　──山城なんて墓場よ！

『エヴァンジェリン』の『お姉さま』はそう言っていた。




　確かに全然整備がなっていない。ある意味墓場かもしれない。

『お姉さま』は行ったこともないのに、噂話によって真理を語っていたのである。

　もっと上へ行く道には田畑が大きく広がっていた。そこにも、街で見たほどではないが、点々とランプの明かりが灯っていた。

　この領地の者は、皆遅くまで働き者だ。暗くなったら眠るものだと想像していた。

（ふーん、この領主さまは人望があるのかな。それとも税であえいでるから、働かざるを得ないのかしらねぇ……）

　それにしてもレイフは格好いい。飛竜を自在に操るとは。

　農夫姿の汚さを忘れるほど格好いい。

「降りるよ」

　レイフがそう言ったように聞こえた。

　返事をしても、風で後ろに飛ばされてしまうだろう。

　ジェリィは兜の額を、レイフの背中にごつっとぶつけて「わかった」と返事をした。

　アリスンは出発の時とはまるで違う、優雅でゆっくりな動きで着地した。

　レイフが先に降り、その後ジェリィを下ろした。

　ジェリィが兜を脱ぎ、鎧に苦戦していると、レイフは兜だけ脱いで、アリスンを撫で、何か話しているようだ。

　しばらくそうしていると、アリスンがジェリィに目をやってから、森へと飛んでいった。それをレイフは愛しそうに見送ると、不機嫌な顔でジェリィを振り返った。

「なんでさっき、俺の背中に頭突き食らわした？　いてぇよ！」

「いや……返事の仕方がわからなかったから。でもほら！　通じてるじゃない！」

「通じてないから、怒ってるんだ！」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、レイフはジェリィから鎧を脱がし、マントを着せた。

「ワイバーンに乗った後は体が冷える。それでも着てろ」

「……レイフは？」

　見たところ、兜と鎧を着る前の、小汚い作業着に戻っている。

「俺はこれでいいの」

「それより煙草持ってない？」

　レイフは新品の煙草を開けて、一本、ジェリィの指先に渡した。箱を見せてもらっても、ぴんと来ない、見たこともない銘柄だった。

（今までいた世界と違うんだものね。ここではこんな感じなのだわ）

　唇に乗せてからふと思い立った。

（ライター……）

　ふっとレイフを見上げると、にやっと笑いながら両手をひらひらさせた。

「ここに火はない。もう少し泥まみれの道を進むか、それとも城に帰るか、それとも」

　レイフの指先がジェリィの口先に挟まった煙草の端を、つんと叩いた。

「禁煙することだね、花嫁さん。『ここ』では煙草は禁じられているし、栽培も同じだ」

「えっ……」

　絶句した。

　煙草がない世界だとは知らされていなかったし、喫煙者だと『彼ら』に伝えることもしなかった。あまりに当たり前すぎて、頭からすっぽり外れていた。

「……レイフ。貴方はどうして禁じられているはずの煙草を持っているの？　貴方、煙草を吸うの？」

　いや、とレイフは短く言った。

「ま、俺の花嫁になるなら、色々わかってくるさ。ジェリィは煙草をやめたほうがいい。まず手に入らないし、手に入っても金ばっかりかかるし。悪くすればお縄の末、療養院行きだからな」

「……そんな御大層なことになるの……？」

「それだけこの世は厳しいってこと。それで、歩いてきたのはわかったけど、城からこの沼道まではどうやって来た？」

「フィオナに言って馬を出してもらったわ」

「へぇ？　馬に乗れるの？」

　驚いたような顔をするレイフに、ジェリィはつい口からさらさらと出してしまった。

「乗馬が趣味で時々クラブにも通っ……なんでもない」

「乗馬クラブ。なるほど、お嬢さんだったわけだ？」

　今度はジェリィが驚く番だった。

（えっ？　通じた？　いや、まさか……通じるはずなんてないわ）

　──だってここは、異世界なんだもの。







　レイフと共に馬で駆けて城の馬場に帰り着くと、体つきのがっしりした髭男が、ジェリィを下ろして、馬を小屋へと誘った。

　遠目に、レイフが彼にあれこれと話しかけているようだったが、無口なようで、二三やりとりするだけで戻ってきた。

「さぁ、城内に参りましょうか、花嫁さま……の前に」

　レイフは『庭園』と名付けている雑草畑を振り返った。

　今は月も陰って、背の高い草がぼうぼうと生えていることだけしか、認識できない。

「なるほど？　これが閑散としているということか。すぐに要るだけの庭師を呼んで、ジェリィ好みの庭園にするといい」

　レイフに言われ、庭園だけじゃないと思ったが、それもゆっくりわかってもらうつもりでいた。







『山城なんて墓場よ！』

『エヴァンジェリン』の『お姉さま』は言った。ジェリィと同じ金色の巻き毛で、強い意志の輝きを持った漆黒の目の美しい人だ。性格は瞳の色と同じで、強い意志を持った淑女レディだった。

（ご令嬢にも、こんな気の強い女性がいるのねぇ。むしろ、強くなかったら社交界とやらで生き残っていけないのかも？）

　そんなことより煙草がほしいとぼんやり思っていると、『お姉さま』は続けた。

『わたしは絶対そんなところへ嫁ぐのは嫌！　わたしじゃなくていいでしょう？　そんなところへ行くのは』

　じろりと漆黒の目が、ジェリィを睨みつけてくる。

　わたしは関係ない、という顔をするジェリィにいらいらしているようだ。「わたしがお姉さまの代わりに」とジェリィが言いだすのを待っているかのようだった。

（なるほどねぇ……どうやらわたしの『就職先』はその山城らしいわね）

　もともと『この世界』に野心があって来たのではない。ここで子爵令嬢を続けているより、『墓場』と呼ばれる山城に行ってみるほうがエキサイティングではないか。

「いいわ、お姉さまが嫌ならわたしが嫁ぐわ」

　あっさり言ってのけるジェリィに『お姉さま』も『お父さま・お母さま』も驚いて目を見張った。

『ええと、本当にいいのかい？　エヴァンジェリン……』

　父は何を言えばいいのか、わからない顔つきだった。この場にいる誰もが、ジェリィの心情をわかるはずもなかった。

「いいのよ、気になさらないでお父さま。お姉さまもどうぞお幸せになって下さいね」

　…………。







　果たして、ここは本当に墓場のようだった。

（全然比喩じゃなかった。まぎれもない事実だった）

　呆れた顔でレイフを見上げていると、城の階段を降りてフィオナが飛び出してきた。

「エヴァンジェリンさま！　よくご無事で……って、え？　旦那さま！　まさか今夜帰っていらっしゃるなんてっ……」

　相当驚いた様子で失礼なことを言ってのけると、フィオナはメイド服の裾をひるがえして城内に戻っていった。

　ジェリィはちら、とレイフを見やった。

「レイフって皆に嫌われてるの？」

「えっ？　そういう意味じゃないと思うけど。沼地の別棟から滅多に帰らないから、驚かれたんだと思う」

　さも心外だと言いたげに、レイフは城の小さな出入口に向かった。

　石造りの、簡素な玄関だった。

　城にはきちんと正面玄関がある。

　ジェリィも花嫁として迎え入れられた時は、正面玄関から城へ入った。

　庭園を見てびっくりした後のお化け屋敷だったので、なおさらびっくりしたわけだが。

「伯爵さまなのに、こんな勝手口みたいなところ……いえ、質素な玄関から出入りするの？」

「沼地は城内のようなものだから、玄関と言っても城に入れればそれでいい。城の外に出た時は正面から帰るけどな」

　玄関の手前にある井戸から水をくむと、レイフは自分の足にざっとかけた。その後、ジェリィの足を自分の腿に乗せて水をかけ、念入りに洗ってくれる。

　レイフの指がくすぐったくて、途中で笑い声をあげて、後ろに倒れそうになった。

「きゃっ……」

　そのジェリィの背中を、レイフが絶妙なバランスでがっしりと受け止めた。

「いいから俺の背中に手を回してろ。……足、小さいが傷だらけにしてしまったな。本当に申し訳ない」

「別にいいのよ。おかげでやっとレイフにも会えたことだし。あのまま城で待っていたら……まぁ、レイフなしで好きに暮らしていたかもしれないけれど。あんな何もない部屋でずっと一人でいたら、やっぱり刺激を求めてレイフに会いにいっていたかもしれないわね」

　そうか、とレイフは嬉しそうに笑った。

（嬉しそう……？）

　この男は来たことすら知らなかった女をすでに好いているのだろうか？

　会ったのも今日初めてなのに？




　──『結婚するのか、の問いについてはＹＥＳ。俺はエヴァンジェリンを気に入った』




（結婚、するのか。この男と。ほぼ確実に、ここがわたしの『就職先』なんだわ）

　すっかり綺麗な足になったところへ、フィオナが新しい靴下と靴を持って現れた。

　背後に、花嫁として入ってきた時に紹介のあった、家令ミスター・バビントン、女中頭で会計をしているグレイヘアの美しい、ミズ・クリスティが追いかけてきていた。

「バビントンとクリスティ。久しぶりだな。元気で暮らしていたか？」

　からからと笑いながら言うレイフに、二人はかしこまって頭を下げた。

「ここにいるエヴァンジェリン・バニスター嬢と結婚する。差しあたって、ジェリィの望むように、使用人総動員で、伯爵家としてこの城内と庭園を整えてくれ」

　レイフの案に、ミスター・バビントンは口をぽかんと開けてから「ようやくそのおつもりに……」と感嘆し、ミズ・クリスティは眉を潜めて、近づいてきた。

「お言葉ですが、旦那さま」

　細い鼻に乗った円いレンズの眼鏡をくいと押しあげる。

　彼女は痩せた体にシンプルなドレス、グレイヘアと、なかなかおしゃれな女性だ。

「使用人総動員とおっしゃいましたが、使用人はここにいる三人、そして料理女のアンナ、掃除係のボニー、庭師のアンガスの六人だけでございます」

　レイフの口が、え、という形で固まった。六人では、総動員してもレイフの言うことを実現させようもない。

（自分の城なのに、そんなことも知らなかったのか！）

　ツッコミそうになる自分の口を、ジェリィは軽い咳払いでおさめた。

「六人しかいない？　六人でどうやって、きりもりしている？　前はもっといたはずでは？」

「給金を支払えないため、暇をやりました」

　渋い顔をするミズ・クリスティを相手に、レイフは「金がないだと……」とぽかんとしたような顔で復唱した。

（お金がない。カートライト家は没落貴族ということなのかしら）

　これは大変な家に嫁ぐことになった、と今更『お姉さま』の言葉が頭を過ぎった。

　ジェリィの傍らに立つレイフは特に動揺する素振りも見せない。

「ミズ・クリスティ。後で俺の部屋に来てくれ。金のことで話がある。あとフィオナ、ジェリィに湯を浴びさせてくれ」

　はい、と名前を呼ばれた二人が頭を下げ、ジェリィは「行きましょう」と言うフィオナに連れられて、さっきの勝手口から城の中の一室へと連れられていった。







　湯は花の香りがした。

　フィオナに聞くと「香油を入れている」と返してきた。

「お金ないらしいけど、そんな贅沢品っぽいもの買ってて大丈夫なの？」

　熱い湯を追加しているフィオナの手が、ひた、と止まった。

　うつむいていて顔は読めない。

　肩がぶるぶると震えている。

「そ、んな……奥さまに使う香油を切らすほどでは……ない、はずですぅ！」

「え、わかった！　ごめん！」

　素早く湯の入った水差しを置くと、ばしゃっと湯を鳴らして、フィオナはジェリィの両肩を掴んだ。

「フィ、フィオナ、落ちついて……」

「せっかく！　せっかく、せっかく、せっかく……ようやく、ようやく、ようやく、旦那さまにできた花嫁さまにそんなご心配をかけて、フィオナはどうすればよいのでしょうか！」

　涙さえ浮かべるフィオナに、どれだけの花嫁がこの城から出ていき、使用人たちが奔走させられてきたのかが目に浮かぶようだった。

「わかったから、落ちついて……わたしは、帰らないから」

　帰る場所もないし、と続けようとして思わず口をつぐんだ。

「本当でございますか！　本当にこの先も旦那さまとご一緒にいてくださいますか？」

「いるいる！　あっちがいてくれと思ってくれる限り、ちゃんといるから！」

　フィオナが納得した様子で、またお湯を足してくれた。

「熱くございませんか？」という問いに、うん、と頷いた。

「気持ちいいわ。レイフの沼地は本当に体が冷えたから。血が通うのがわかるほど、あったかい」

　フィオナは満足げに頷いてくれた。

　同時に、花嫁うんぬんの話は、ここで働く人達には禁句だな、とジェリィは密かに思った。







　通された部屋は七日間待つために過ごしていた客室とは別だった。

　客室よりも落ちついた色調で、この部屋はジェリィを安心させた。

　小ぶりのシャンデリアはちらちらと光を撒き散らし、明かりは最低限にしぼられている。

　クリーム色に統一されたソファにカウチ、ベッド。くつろぐ為の全てのものがそろっている。

　寝巻きのジェリィはベッドにぼすっと身を沈めた。

（あったかい……広い、ベッド）

　枕はふわふわのものから固めのものまで、各種並んでいる。

　おそらくどれがジェリィの好みか、明日の朝フィオナが聞いてくるのだろう。

（ここに来て、今日が一番疲れた……）

　煙草が欲しい。

　いや、ここは禁煙のチャンスだ。

　別にやめたいと思っていたわけじゃないけど、強烈に吸いたいとも思わない。

（多分、この体は煙草なんて吸ったこともないからだろうな。それで煙草が欲しいなんて思わない……）

　そんなことを考えていたら、すう、と眠たくなってまつげが降りてきた。







「……乾杯しようと思ってきたんだけど、もう眠っているのか、ジェリィ」

　ベッドの上、すぐ真横にレイフが座っていた。

　小さなグラスを二つと、綺麗な細工を施した酒瓶を手にして。

　いつの間に来たのだろう。

　ノックの音もしなかった。

「もう、眠ろうと思ってた……貴方は疲れてないの、レイフ……？」

　半身を起こすと、ジェリィの白い手にグラスが渡された。

　ほんの小さなグラスで、底に金色の星の模様が描かれている。美術館に飾ってあるような品と比べても遜色はない綺麗なものだ。

「綺麗……」

「気に入ったか？　これに酒を注ぐと……こうなる」

　色のない酒だった。

　果実酒なのか、甘い匂いが立ちこめる。

　出会ったことのない酒だ。

　ゆらゆらと揺れる水面に、たくさんの星が散ったかのように見える。

「すごいわ、レイフ。このグラス。どうしてこんな風に見えるの？」

「さあ？　そこまでは俺も知らないけど、ジェリィが気に入るかもしれないと思って持ってきた」

「素敵」

　いつの間に自分の分も入れたのか、ジェリィのグラスにレイフのグラスが当たって鈴のような音がした。

　レイフの初めて見せる蠱惑的な笑み。ジェリィの胸をわしづかみにするには十分だった。

「やっと出会えた可愛い花嫁さんに、俺の生涯を捧げよう」

　くいと一気に飲み干したレイフに促されて、少なめに注がれた果実酒を飲み干した。

（…………!?　なんか頭がくらっとして、体が……熱っ……）

　前にぐらっと倒れそうになるジェリィの体を、レイフのがっしりとした腕が抱きこんだ。

「ちょっ……まさか」

　まさか。

　これは考えていなかった。

　夫婦が体を合わせること。

　嫁ぐという言葉から、それだけがすっぽりと抜け落ちていた。

（わたしはもう、恋はしない）

　耳元に熱い息の混じった台詞が、頭に直接流れ込んでくるようだった。

「少なくとも『エヴァンジェリンの体』は男を知らないだろうからな。楽になるように、ちょっと一服盛らせてもらった」

　背筋がぞくぞくする。

　レイフはさっきみたいな甘い、惑わすような笑みを浮かべているのだろうか。

　自分の吐く息が熱くて、唇が触れているレイフの肌も火のように熱く感じる。

「ずる……い」

『エヴァンジェリン』もしたくなるまで待ってあげれば良いのに。

（そもそもエヴァンジェリンだけじゃなくて、わたしだって初めてで、どうすればいいのかわからない……それなのにお酒まで飲まされて、体が言うことを聞かない……抗えない）

　もう恋はしない。

　もう恋はしない。

　あんな絶望的な苦味は、二度と味わいたくない。

　レイフがジェリィの顎をすくいあげてキスしようとするのがわかった。

　動けない体で、とっさにそれだけは避けた。

（貴方と、恋人とするようなキスはしたくないの。体は……どうなっても）

　いつの間に後ろに回ったのか、レイフは背後からジェリィの寝間着を脱がしていた。

　胸の下に溜まる寝巻きはもはや、ジェリィの肌を守ってはくれない。

　後ろから伸びてくるレイフの手のひらが、ジェリィの乳房の形を変えた。

「あっ！」

「すごいボリューム。ウェディングドレス姿の時から思ってた。手の内に収めてみたい、ってそればっか」

　くすくす笑うレイフに「変態」と言ってやりたかった。

　乳房をもみながら、少しずつその先を探り当ててくる。

　胸元がしっとりと汗ばんできた。

「あっ、やめ」

　先を、指の腹で優しく撫でられる。

　指できゅっと摘ままれると、下腹がきゅんと絞られた気がした。

「敏感なんだな」

　熱い息の混じったセリフがうなじに染み込んでくるようだ。

「はぁ……あ、んぅ……」

　片方の手を乳房に置いて、レイフの左手は寝巻きの裾を拾い上げた。

　目眩のする視界でも、自分の体を守っているものが薄い下着しかなくなっていることに気づけてしまう。

（体が変……ただ撫でられているだけなのに、くすぐったいんじゃなくて、ぞくぞくしてしまう）

　手が、ぎゅっと握りこんでいるのは寝巻きの裾だ。

　レイフの手はジェリィの首筋をさらさらと撫でている。

「やっ……はぁ……はぁ……」

　もう片方の手は、まだ乳房をもてあそんでいる。

「ふぅっ……んっ！」

　たまに先を摘ままれて、ジェリィはそのたびに腰を跳ねさせた。

（こんな……気持ちいい……）

　気持ちいい？

　自分の思考に気づいて、かーっと顔を赤らめた。

　恥ずかしい。

　気持ちいいなんて。

（やだ、何考えて……わたし、おかしい）

　涙で緩む目に、脚の間にレイフの指がするりと入っていくのが見えた。

　見えたのに体が動かせない。

「ひぁっ？」

　指が薄い下着を脱がせて、あらわになった陰唇を下から上へと指で撫でた。

「やっ……な、に」

　びしゃ、と音がして、ジェリィの体温で温まった香油がふわふわと鼻をくすぐり、また気が遠くなりそうになる。

　香油は、ジェリィの秘する場所を温かく濡らしていた。

「ジェリィが少しでも痛くならないように、今から解していく」

　くちゅ、と指が音を立てた。

　自分でも見たことのない秘密の場所を、誰かの指がなぞることなんて考えたこともなかった。

　香油に濡れた指が陰唇を行き来して、花芽にそっと触れた。

「ひゃうっ……！」

　これまでで一番腰が揺れた。

「ビリビリ来た？　もう少し触っててあげる」

　執拗にそこばかり指の腹で触れてくる、その動きに自ら雫をこぼし始める。

　やがてそれはレイフの指をなんなく滑らせ始めた。

「香油なんて、いらなかったかな……ジェリィは感じやすいんだな。大丈夫、もっと力を抜いて」

「むりっ……こわいっ……！」

　自分の中に指が入ってくる感覚があった。

「入るわけ……ないのに、そんな、の……」

「恥ずかしがらずに声を出して」

　指が、中を掻き回してくる。

「んっ……んんーっ……」

　涙がぼろぼろこぼれ落ちてくる。

　痛いんじゃない。

　痛いんじゃなくて。

（なにこの、つき上がってくる甘い感覚は）

　その甘味を味わうたびに、太腿を濡らしているのが自分でもわかる。

　音もぐちゅぐちゅと激しくなっていく。
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「いや、いやぁ……あっ、あ」

「ジェリィの体はよく応えてくれる」

「ひ！」

　ふいにジェリィの体を前に倒してうつ伏せにさせた。

　膝立ちにし、腰を高くする姿勢に。

　そうして指と指の隙間に舌を這わせた。

「やっ、そんなとこ、口で……やめ、っえ……」

　変わらずぐちゅぐちゅと音を立て、ジェリィがこぼしているものと、レイフの唾液が混ざりあっているのだと感じると、体全体が震えた。

（だめ……気持ちいい……抗えない）

　するすると背筋を撫でる指先。

　それをたどるように体が揺れた。

「小さい腰、可愛い。こっちを向いて」

　上半身を引き上げられて、顎の下をすくわれると、慌てて顔をそらせた。

　キスされてしまう。

　レイフのキスは唇を過ぎた頬に当たった。

「────」

　さすがに二回目ともなるとレイフも不審に思っただろうか。

「ジェリィ。どこがいいの、触ってあげる」

「しらない……」

　なんでもいい。

　どうしたっていい。

　早くこのつき上がってくる甘味をどうにかして──。

「じゃあ、ジェリィが一番欲しいものをあげる」

「……ふぇ」

　潤んだ視界に、初めて見る男のものが映った。

　ジェリィの体を仰向けにぽすんと落とすと、簡単に脚を開かせてその間に入ってきた。

　ジェリィはふるふると頭を振った。

「や……うそ、そんなの……入らな」

　ものの先がジェリィの体にひたとあてがわれた。

　にゅる、と何かが滑りこんでくるのがわかる。

「はいらな……いっ！……」

　ぐぷん。

　頭の中で音が鳴った。

「可愛い。こんなに飲み込んで、いい子だね、ジェリィ。すごくいやらしい……」

　よく聞こえない。

　潤んだ視界に星が散った。

　きらきらと光る何かで、レイフの顔がよく見えない。

「んっ、はぁっ、はぁっ！」

　レイフが耳元にキスをくれる。

「いったの？　中が痙攣してて、気持ちいい……でも、悪いけど、もう少し俺につきあって？」

　ひっくり返される。

　腰に残っただけの寝巻きが体とベッドの間でセミの羽のように、透けて見えた。

　ぬぷ、と入ってくる。

　ジェリィの細い腰を抱えて、深く深く奥をうがつ。

　肌と肌のぶつかりあう激しい音が聞こえた。

「あっ、あっ、また……やぁ、くる……」

　レイフが耳元に口を寄せて、「やめる？」と言った。

　やめられるわけがない。

　吐息の下で、やめないで、と掠れた声が答えた。

「ジェリィは今夜、俺の子を孕むかもしれないな」

　頭が真っ白になっていた。

　今もまだ視界が緩んだままだ。

　息も絶え絶えに、ジェリィは声をこぼした。

「おねが……中に……」

「子が欲しいの？」

　がつがつと腰を入れられて、頭の芯がぼうっとしてきた。

　揺さぶられるまま、このまま死んでしまうのではないかと思った。

（気持ちいい……気持ちいい……）

　ジェリィの手を、上から大きな手が覆う。

　その重さに手が痺れるのを感じながら、同じ痺れが背筋を伝うようだった。

　気持ちいい。

　それしか頭に浮かばない。

「もう、これいじょうは、しんじゃ、」

　背後からぎゅうっと力を入れて抱きしめられる。

　下腹に、熱い飛沫を感じる。腹の中に叩きつけているかのように、レイフはジェリィの肩を抱いて自らを押し込んだ。

「……っあ……」

　ゆっくりと腰が離れていく。

　熱いものが太腿へと流れ落ちていく。

　上からの圧迫がなくなってすぐ、ジェリィは眠りに落ちていった。







　翌朝。

　まどろみの中のジェリィの耳に、ノック音が聞こえた。

　半身を起こし、あくびまじりに「はい」と応えると、フィオナがベッドテーブルを運んできた。

　ジェリィの体をまたいでテーブルが置かれる。

　上に、軽い食事と手紙が結びつけられているバラが一本あった。

（レイフ、からの手紙？）

　思った瞬間、昨夜のレイフが頭に浮かんで、顔にぼっと熱が上った。

「そのお食事、旦那さまが用意されたんですよ」

　フィオナがカーテンを開きながら言った。

　陽光が眩しい。

「レイフが食事を作った？　アンナは具合でも悪いの？」

　フィオナはお茶を入れてくれながらくすくす笑った。

「違いますよ。アンナはとても元気です。旦那さまは、奥さまに『できる限りのことをしてあげたい』んですって」

「そんなことで食事を……？」

　そんなこと、と自分で言っておいて、胸がきゅんと跳び上がった。

『できる限りのことをしてあげたい』

　昨日会ったばかりの自分に？

（それに、キスも拒んだのに）

　レイフは気づかなかったのだろうか。

　食事を少し口に運ぶ。美味しい。

　レイフがこんなに繊細な味付けをするなんて。

（飛竜に鶏肉を投げこんでいた姿からは、想像できなかったわね）

　いかがです？　と期待の笑顔で覗きこんでくるフィオナに「美味しいわよ」と軽い咳払いと一緒に返しておいた。

　すっかり平らげると、お茶を飲みながらバラについた手紙を開いた。




　──昨夜の出会いに一生分の感謝を。その証としてイヤリングを受けとってもらいたい。




　見るとバラの下に小さな宝石箱が隠れていた。

　開いてみると、そこにキラキラと輝く白い色調のイヤリングが収められている。

　透明な石の周囲に、白く小さな石が花の形になるように配置されている。

　とても繊細で、可愛らしいデザインだ。

「まぁ！　なんて綺麗なのでしょう！　早速お召かえして、つけてみましょう？」

「うん……」

　照れくさい。

　宝石箱にも小さく折った手紙が入っている。

　それを爪の先で開いて、ジェリィの動きは凍りついた。




　──親愛なるララナに贈る。




（ララナ？　て、誰？　……でもどこかで聞いたことがあるような気がする）

　はて、と首を傾げるジェリィの頭にふっと、昨夜の沼地で初めて会ったレイフが思い浮かんだ。




　──ララナ！　ああ、ララナが本当に来たんだ！




　あの時は無視してしまったけれど、ジェリィのことを確かに『ララナ』と呼んでいた。

（わたし、ララナって人と似ているのかしら？）

　まさかとは思うけど。

（わたしはもしかして、ララナの代用品として、花嫁になったの？）

　ふるふると手を震わせていると、上機嫌のフィオナがドレスを二枚持ってきて、「どちらがお好みでしょう？」と尋ねてきた。

「フィオナ。やっぱり今日は着替えなしで。イヤリングは適当に片づけておいてちょうだい」

　早口で言うと、ジェリィは上半身をぼふっとベッドへ落とした。








第二章




「ご機嫌ナナメな、俺の奥さま。どうしたの？　イヤリングは気に入らなかった？」

　どうしたの、ではない。

　他の名前付きの手紙とアクセサリーをもらったのだ。

　これを怒らずにいられようか。

　しかも、あんな夜の翌朝に──！

　ぴた、とお茶を飲む手が止まった。

（わたし、別にレイフを愛しているわけでもないのに、どうしてこんなに怒っているのかしら？）

『わたし』は恋から逃げて、この世界に『就職』した。

　その『就職先』がレイフ・カートライトの妻だっただけ。

（愛してなんかないわ。その証拠にキスもしたいと思わなかった。そう、愛してなんかないのだから、誰だか知らないララナの代わりでも、まったく平気なのよ）

　お茶のカップを静かにソーサーへと戻した。

　アンナが焼いてくれたクッキーを口にする。

　味がわからないのは、まだいらだっているせいなのだろうか。

（いいえ？　わたしは平静よ？　いらだってなんかないわ）

「ジェリィはこの世界の人間じゃないんだろう？」

　唐突なレイフのセリフに、クッキーを吹きそうになった。

「な、なななな？　なんて言ったの？」

「隠さなくていい。昨夜、初めて会った時から、わかっていた」

　レイフが、ジェリィのいた世界（仮に『現実社会』と呼ぼう）の存在を知っていたことにまず驚かされた。

　次いで、ジェリィが現実社会の住人であったことを見抜いていたことも。

　あまりにも唐突すぎて、一瞬目の前が真っ暗になった。

　異世界にいて現実社会の話をする人物が現れるとは夢にも思っていなかったからだ。

「何やってたの？　ＯＬとか？」

　さらっと普通に聞いてくるのは伯爵である。

　伯爵の口から「ＯＬ」が出てくる絵面は本当におかしい。

　背景がテラスなのもおかしいし、何もかもがおかしい！

「いや、あの、話が突然すぎるわ、なんでレイフがそれを？」

　指先でクッキーをもてあそんでいた彼は、「ふうん」とだけ言って、口に運んだ。

「この手の話はどうやって切り出したにしろ、突然になると思うけど」

「……なぜ、わかったの？」

「ジェリィがどうやってここに来たか、当ててみようか？」

　喉に引っかかったクッキーを流し込むために、ジェリィはごくりとお茶を飲み干した。

　レイフがいつの間にか人払いをしていたので、お茶のおかわりは自分でそそいだ。

「ある日、蝋で封じられたえんじ色の封筒が届いた。差出人は、『就職斡旋所』。あやしさ満載だ」

　テラスに小鳥の鳴き声が聞こえる。

　ジェリィにはレイフの声より大きく聞こえた。

「どうして君がそこに行ったのか、その心情は君が一番よく知っているだろうから割愛するけど。地図を見て指定された場所に行くと、ぬいぐるみみたいな目が大きなヒツジが二足歩行でスーツを着て立っていた」

　……おかしな話だと自分でも思った。

　ちんちくりんな見た目のヒツジに、騙されているんじゃないか、と終始かんぐっていた。

　今でも思う時がある。騙されているんじゃないかと。

　けれど、騙されたと認めるには勇気が必要だ。

　これから先の人生、ヒツジの手のひらで踊らされる覚悟をしなければならないのだから！

「面接が終わると、家に馬車が迎えに来た。馭ぎょ者しゃはヒツジで、中に待っていたのは面接をしたヒツジだ」

　ジェリィはこくこくと頷いた。

「そのヒツジがくれたお茶を飲むと、しばらくして『着きましたよ』と起こされた」

　そう、いつの間にか眠ってしまっていたのだ。

　現実社会でヒツジに出会って、眠りに落ちて、起きたら異世界だった──夢へと誘うヒツジそのものではないか。

「『職場』になる場所まで運ばれる。俺の場合は、このカートライト城だった」

「え？」

　いつから誰の話になった？

　目を瞬かせていると、レイフがお茶を口に運んでいた。

「俺はそうやってここへ来たの。ジェリィもそうだろう」

「そう、だけど。え、なんで」

　なんで、と言ったものの質問が浮かばない。

　何から聞いていいのか、わからない。

「なんで。え。レイフもここの人じゃないの？　現実社会で就職しなかったってこと？」

「してたよ。ペットクリニックで医師をしてた。ヒツジに何か質問されなかったか？」

　……された。

　今言ったら笑われそうだから言わないけど。

「俺がされた質問は『動物を育てるのは好きですか？』だった」

　ペットの専門医だったなら、答えは「はい」だったのだろう。

「それで化け物を育てる領主になったの……」

　化け物じゃない、ワイバーンだ、と主張するレイフの言葉は耳に入らなかった。

「どうしてわたしが現実社会の人間だとわかったの？」

　レイフはジェリィの左上の空間を指した。

「ここに『[image: ]』ってあった。今はもうないけど」

「『[image: ]』？？？」

　そう、と頷いて、レイフは指を下ろした。

「先に現実社会から来た人間からのみ、後からきた人間がわかるようになっている。後から来た者の体の左上にチェックが入っていて、これは先に現実社会から来た人間にしか見えない」

　いったい何のために、そんなことが起こるようになっているんだろう。

「チェックは見たら消える。チェックを見た者は後から来た者のサポートをすることになっている」

　それでレイフはジェリィを妻にしたのだろうか。

　それともたまたまお互いの『就職先』がそれぞれで合っただけ？

　それならそれでいい。

　恋愛感情がともなわなければ、恋から逃げてきたジェリィにとってはありがたい状況だ。

「でもわたし、チェックの話は知らない……レイフはなんでそのことを知ってるの？」

　レイフはぎょっとした顔をして「えっ？」と言った。

　その後、かーっと赤らんだ顔を隠すように頬杖をついた。

「ジェリィは……っ、知らなくていいんだよ、後から来たんだし。俺がちゃんとしてやるから」

　あやしい。

　ジェリィはわざとレイフの視界に入るように、姿勢を傾けた。

「どうしてかなぁ？　レイフはわたしに秘密を作るつもりなのかなぁ？　夫婦なのにねぇ？」

　レイフが『ジェリィ』の姿形に惚れていることは昨日の様子から重々わかっている。

　ジェリィはにこっと笑って見せて、レイフをからかった。

「おまえなぁ！」

　がたっと椅子から立って、レイフがジェリィの腕を取った。

　びっくりした。

「ちょっと来い！」

「え？　なに？　なに？　っ……」

　レイフは腕を取ったまま、ジェリィを自室に連れていった。

　ベッドまでくるとその場にジェリィを座らせ、唇を寄せてきた。

　ジェリィはふいと顔を背ける。

「キスをくれなくてもいい。まだね」

　レイフは簡単にジェリィの小さな体を押し倒した。

　レイフだけが知っているチェックの話の謎。それを聞いただけなのに、どうして。

（あっ……わたし、ジェリィの顔でレイフをからかったんだっけ。え？　それだけで？　こんな？）

　レイフの目が、熱っぽくジェリィを見つめている。

　指が、シーツに広がった金色のふわふわ髪を梳いて、耳に触れた。

「まだ、贈ったイヤリングをつけているのを見たことがない」

　するすると耳に触れながら言う声も、すでに熱をはらんでいた。

（イヤリング……あれは、だって）

　まだレイフに聞いていない。

　ララナが誰かどうかも。

（それなのに、わたしはなぜこんなこと）

　ドレスを優しく脱がされて、裸体に陽光が映っている。

　その白く映った陽光の上をなぞるように、レイフの指が滑っていく。

　自分で自分の体をおかしいと思った。

　いや、おかしくされたのだ。あの初夜の時に。

「はっ……んっ、う……」

　初夜の時と違って、お酒を飲んだわけでもないのに、体が勝手に熱くなっていく。

　しっとりと汗ばんだ白い乳房をレイフが形を変えて揉みしだく。

「あっ、んぅ、はぁ、あ」

　レイフの手にも余る大きな乳房がやがて薄桃色に染まり、先端をとがらせた。小さく赤い実を、指先でもてあそばれて、ジェリィは声を震わせた。

「くぅ……ん、はぁ、あぅ」

「ジェリィ、もっと可愛い声聞かせて」

　脇腹をするりと撫でられると、高い声が上がった。

「きゃっ……っ……」

　内ももを撫でるレイフが、嬉しそうに笑うのが見えた。

　涙が浮かんでいるのだろう、視界の端が溶けている。

（汗ばんでる）

　レイフの触る手が、内ももにくっついて離れない。

　もう一つの手が、秘所を撫ではじめた。

　急に下腹がきゅんと絞られて、腰を差しだしてしまう。

　これからもたらされる感覚を、ジェリィの体は知っているのだ。

　指の入る、くぷという音が聞こえたような気がした。

（────っ！）

　指がジェリィの内側で動き、ぬちゃぬちゃと音がする。

　濡れている。

（恥ずかしいっ……これだけは、全然慣れない）

　出たり入ったりと、レイフの指が忙しく、激しくなっていく中で、ジェリィの下腹が痛いほど絞られていく。

「あっ、ああっ、あぅ」

　きゅんきゅんと絞られた腹が、最後にとばかりにぎゅうっ、と強く締まった。

　瞬間、甘い感覚が全身にほとばしる。

「はぁ、っ……！　……あっ……」

　膝ががくがく震える。

　膝と膝の間で、レイフが熱のこもった声でつぶやくように言った。

「いった……？　すごい締めつけ……指がちぎられそう」

　ゆっくり引き抜くと、レイフはその指に舌を這わせた。

　レイフの口の中に指がするりと入っていく。

　唇をしめつけるように引き抜くと、指と口との間に銀糸が引いた。

「ジェリィの味がする」

「…………っ……」

　恥ずかしい。

　レイフは下衣の前を寛くつろげた。ちら、と目をやる。慣れない。

　これを自分が飲みこんでしまうことが、頭の中で繋がらないのだ。

　前かがみでジェリィの膝を割って入るレイフを受け止めたベッドが、ぎしっと音を立てる。

「目を開けてジェリィ。ちゃんと俺を見て」

　真夜中の月明かりに照らされたレイフとは違う。

　明るい陽光の下で、レイフの上気した顔がはっきりと目に映った。

「や、」

「目を開けてて」

　ず……と音を立ててレイフが中に入ってきた。

　しっかりと濡らされたジェリィの陰唇は、さっき見たレイフのものを難なく飲み込んでいく。

「んんっ」

　レイフにしがみつくように内側をうねらせる自分がなおさら恥ずかしかった。

「ジェリィ。目を瞑らないで、俺を見て」

　言われて目を向けるも、視線を合わせ続けることはできない。

　ジェリィが恥ずかしがっているのをわかって言っているのだ。

「覚えておいてっ……絶対レイフにも、恥ずかしい思いをさせてやるからっ……あ！」

　語尾まで言わせてももらえない。

　穿たれて、全身を揺らされて、声も出ない。

「……っ！　……！　っ……」

　頭まで上ってくる感覚が、脳を痺れさせてただただ気持ちいい。

　もっともっとと叫びたくなる衝動を、唇を噛みしめることで抑えた。

「っ、ああっ！」

　目の前が白く光った。

　下腹が痙攣して、ジェリィの意志と関係なく、ぎゅうぎゅうとレイフを締めつけてしまう。

　もうこのままだらしなく、身体を放り出してしまいたいのに。

「も、やめ……レイフ、体が……」

　体がついていけない。

「だめ。俺と一緒に、もう一回……いって」

（勝手なこと言って！）

　頭の中ではぽんぽん威勢のいいセリフが浮かぶものの、それが唇に上ることはなかった。

　口から出るのはだらしなく伝う唾液と、自分でも信じられないくらいの喘ぎ声だけ。

「あんっ、あんっ、あぁ……っあ」

　糸の切れた操り人形が翻弄されるように、かたかたと揺さぶられる。

　火の灯った体はまた貪欲に快楽をすくい上げてきた。波がくる。

「あっ、もう、だめって……だめ、むり」

　肌と肌のぶつかる、ばしんと音が弾けて、レイフは身体を震わせた。

　薄目でその顔を見ていたせいで、動かないはずの身体がびくんと跳ねた。

　下腹に、熱いものが叩き込まれる感覚がしている。

「だめ、ジェリィ、良すぎ……は……」

　けだるい声を聞くと、鼓膜から甘く痺れさせてくる。

　もういったのに、良くて良くてたまらない。

　ジェリィは汗で濡れたレイフのこめかみに触れた。

　どくどくと血の流れがわかりそうなくらい、熱い。

「ジェリィ……」

　レイフの唇をふいと避けて、ジェリィはその頬にキスを落とした。







「この、変態くそやろう」

　腰が痛い。

「悦んでたくせに」

「うるさい」

　元いたテラスの爽やかさとは、まったく正反対な会話を繰り広げながら、ジェリィはお茶を飲んだ。

　あいかわらず人のいないテラスで、レイフもついと視線を避ける。

（さっきはあんなに『俺を見ろ』って言っていじめてたくせに）

　結局、レイフがチェックの話を知っていたのは、どうしてだったのだろう？

　もう聞いても言わなそうな気がするし、第一もう一回となってはジェリィの身が持たない。

「それにしてもさ」

　ふとレイフが真顔になって、お茶を飲む手を止めた。ジェリィもそれにならってカップを置く。

「この世界にいた本物のレイフとジェリィは、いったいどこに行ったんだろうな？」

　そんなことより煙草がほしいと、ジェリィは指で空をかいた。




　──……にゃーん……。








第三章




　街はにぎやかで、ジェリィの気持ちをわくわくさせた。

　急ぎ足で歩く人々は様々で、作業着で行き過ぎる男や、子連れで買い物かごを下げた女、道端で商品を広げる者、と目の前に広がる景色を見るだけで、胸がときめいた。







　カートライト城はあいかわらずの工事中で、忙しくごった返している。

　その割に『奥さま』のやることは少なすぎて、ジェリィは暇を持て余していた。

　あまりの空白時間に耐えきれず、沼地に行こうとレイフの作業着を拝借していたらフィオナに泣かれてしまった。

「奥さまは刺繍や読書などをなさって、旦那さまのお帰りをお待ちください」

　刺繍と読書で埋めつくした人生の、いったい何が楽しいというのだろう。

　頭に世の貴族夫人方の生き方を想像して、ジェリィは気が遠くなりかけた。

（久しぶりにビールをかーっと飲みたいわ）

　ジェリィの作業着姿を見て、逆に気が遠くなりかけたのはレイフだった。

「限界超えのボディラインを、そんな服で包み込んでしまうなんて、ジェリィはバカなのか！」

　考え方があさってすぎて、呆れた。

　フィオナの「旦那さまにお買い物に連れ出していただいては？」という懇願と、レイフの「ジェリィの作業着姿は罪でしかない」というわけのわからない主張によって、ジェリィは着替えさせられ、レイフの外出につきあうことになった。

　薄いたまご色のドレスをまとったジェリィの姿は二人を黙らせた。

　金色のふわふわの髪には花の髪飾り。

　耳にはレイフからもらったイヤリング（まだララナの件は解決していない）。

　ほっそりとした白い首にはペリドットのプチペンダント。遠目からは着けているのがわからないほどの控えめなものだ。

　小柄なくせに豊かな胸元と、きゅっとくびれた腰。

　ふんわりふくらんだドレスの裾から、小さな足がちょこんと顔をのぞかせていた。

　上から短い丈の薄手のマントを羽織らせてもらうと、隣のレイフがやおら抱きしめてきた。

「ああ……俺の妻はこんなに可愛いっ……」

「ぐえ。もう！　離れて、暑苦しいっ！」

「奥さま、可愛いです！　可愛いです！」

　そんなあれこれを越えて、レイフとジェリィ、フィオナを乗せた馬車はやっと街に着いた。

「何をしに街に来たの。レイフはよく街に来るの？」

　シルクハットを被ったレイフはジェリィの疑問にうん、と相槌を打った。

「色んな商品を、例えばジェリィが知ってるのだとワイバーンなんかを売りに行っている。相手はドラゴン好きの金持ちだったり国だったり様々だけど、その仲介をしてくれるギルドがある」

「へぇ、ちゃんと仕事しているのね」

　あたりまえだろう、とレイフがむすっと口を引きむすんだ。

「メインの仕事は領地の見回りだったり、書類で管理したりだけど、それだけだと身体が鈍るからな。カートライトは山城で田畑を作りにくい。その代わりになる産業を作っておかないと民は飢える」

「へぇ……」

　初めて領主としてのレイフの言葉を聞いて、驚きはもちろん、頼もしいと思った。

　現実社会からやってきたジェリィにはまだ、領主夫人としてやるべきことが見えていなかったが、レイフは違う。

　領主として、しっかりやるべきことをこなしている。

「飛竜は売るために育てていたのね」

「ワイバーンを育てているのは、元々動物が好きだからな。育てていれば愛着も湧く。可愛がってやってくれる所に譲りたい。愛着が特に湧いていない商品は、棺なんかがそうだな」

「棺！　棺を作ってるの？」

「作らせている、が正しいかな。作るにふさわしい者たちに技術を分けていった。材料の木は領地に多く茂ってるし、棺はどこにでも誰にでも必要だからな。食いっぱぐれがないだろう？」

　なるほど、とジェリィは頷いた。

（ただの変態じゃなかった）

　正直見直していた。

　領民のために働いているレイフが頼もしい男に見える。

　さすがはジェリィより先に、この世界に来ただけのことはあるなぁ、と心の中で敬う気持ちが浮上した。

（まだわたしにはそこまでの器量がないな。何をしていいのか、わからないし……でもこれから先は考えないと）

　まず民の生活とはどんなものなのか？

　せっかく街に来たのだから、ジェリィの目を通して領の様子を知ろうと思いながら馬車を降りた。後ろから黙ってフィオナがついて来る。

（すごい。ファンタジーゲームの街にいるみたい）

　人の流れに興奮を隠せずにいるジェリィに、なぜか苦々しい顔つきでレイフは「俺から離れるなよ！」と何度も言っている。

　正直、こんなに店がならんでいる場所でじっとしているなんて性にあわない。もっと街の中も人も見てみたい。

　レイフのしつこい「ついてこいよ？」に飽き飽きしてきていたが、レイフに促されては仕方がない。小太りの商人に「こんにちは」とにこやかに挨拶をする。

（この場合なんて言えばいいのかな。『主人がお世話になってます』？）

　言うべき挨拶がわからずにこにこしていると、小太りの男がきらきらした目をジェリィに向けて、

「これはこれは愛らしい。ご領主さまの妹君でおいでになる？」

「エヴァンジェリン・バニスターと申しますわ、ご主人」

　ジェリィの前に、ついとレイフのステッキが差し入れられた。

「エヴァンジェリンは俺の妻になる。今後、よろしく頼む」

　奥から男の夫人が出てきた。こちらはすらりと背の高い女性だった。

「まぁぁ！　ご領主さまもついに御身を固める決意を？　可愛らしいお嬢さまで。ささ、こちらに椅子をご用意いたしましたので、焼き菓子でも食べてお待ちになって」

　夫人に促されるまま椅子に座ってお茶を飲んでいると、夫人の母親や、他の夫人といった女たちが現れて、ジェリィを取り囲んでは「可愛い、可愛い」と言いながら、あれやこれやと菓子や果物を勧めてきた。

（食べきれない）

　焦るジェリィの様子を見ていた女たちがお土産にと包み始めた。

「お持ち帰りくださいまし」

「あ、ありがとう。フィオナ、いただいて」

　フィオナが夫人方からお菓子の包みを受け取った、ちょうどいいタイミングで商談を終えたらしいレイフが「ジェリィ、行くぞ」と声をかけてきた。

　ジェリィは振り返って、夫人たちに「ありがとう」と言って手を振った。

「別のギルドに行く用がある。違う品を売りに行く商談があって──」

　話の途中でフィオナが「旦那さま！」と入ってきた。振り返る二人。

「今日は奥さまのために外へ出たんですから、お仕事のついでのようにされては困ります」

　レイフは慌てた様子で、ジェリィを見た。

「あ、あー……そうだったな」

　そうだったな、と言いつつも、多分まだまわりたいギルドがあるのだろう。

「いいわ。わたし、フィオナと街を巡ってみるから」

「それはダメ！　俺のそばから離れるのは絶対ダメ！　あと一件、あと一件にするから！」

　わかったわ、と言うとレイフは腕を出した。その腕に手を載せるのが恥ずかしくて、やや逡巡してから載せた。

（エエエエスコートって奴ですかっ……）

　こんなに照れるものだとは思わなかった。

　……あの人と腕を組んだことなんかなかったのに、こんな場所で叶うなんて。

　それにしても顔色一つ変えずに腕を差し出すレイフは、エスコートに慣れているのかと、ふとどうでもいい疑問が湧き起こった。

（もしかして、『ララナ』をエスコートすることもあったり？　……いやいや！　わたし別にレイフのこと好きとかじゃないから！）

　やきもちなんて焼く必要ない。

　ふんふん鼻息を吹いていたら、フィオナが顔を覗きこんできていた。

「ご領主さま！　お久しぶりです、お元気になさってましたか！」

　ギルドと思わしき建物の前で、今度は美丈夫な男が両腕を振っていた。

　レイフは彼の名前を呼びながら片手を振り、もう片腕にいるジェリィを引っ張って男の前まで歩いた。

「ジェリィ・バニスター。俺の花嫁になる」

　突然の紹介に、ジェリィが「初めまして」と頭をちょこんと下げると、「なんて可愛い方なんですか！　ご領主さまはお幸せだ！」と大声が降ってきて恥ずかしくなった。

　後ろから女将が顔を出して「あんたもあたしみたいな美人が妻で幸せだろ」と真顔で返していて、少し笑った。夫婦仲がいいようだ。

　とはいえ、レイフが仕事の話を始めると、たちまち暇になってしまった。

　生粋の貴婦人ならここで静かに待つところだが、あいにくジェリィの『貴婦人』は薄っぺらな看板にすぎない。

　そばに控えるフィオナに、小声で囁いた。

「ね、フィオナ。自由になれるのは今のうちだわ」

「お、奥さま？」

　フィオナに、し、と唇の前で人差し指を立てて、彼女の腕を取ってその場を静かに離れた。

　話に集中するレイフには気づかれていないようだ。

「ふふっ、脱出成功！」

「奥さま、危のうございます！　それにおられないことに気づかれた旦那さまがお困りに──」

　フィオナに振り返ったジェリィが、もう一度しっ、と人差し指を立てた。

「ここから先はエヴァンジェリン・バニスター。『奥さま』は無しよ」

　自分の目で街を見なければ。楽しまなければ！

（両方よ、両方）

　道を歩き始めたばかりの足元に、数人分の汚い靴が見えた。

「よう。一人か、お嬢ちゃん」

　一人になった途端、いきがった男どもに声を掛けられるのは定石だ。男たちからは煙草の匂いがする。

（どこにでもこういう輩はいるのね）

　煙草は法で禁じられている、とレイフは言っていたが、あるところにはあるらしい。

　それも現実社会と同じだ。

「ちょっと！　あんたたちみたいなのが、うちのおく……お嬢さまに声かけていいと思ってるんですか！」

　フィオナがジェリィの前に出て言い放った声が少し震えている。

　こういう場での対応に慣れていないようだ。

「見たところいいところのお嬢さんみたいじゃないか、あんた。ともの女中一人だけで、世間知らずにもほどがある。煙草にうまいビール、とっておきの店で俺たちと遊ばないか？」

「煙草に……うまい、ビール」

　ごくりと喉が鳴った。

「行きましょ、お嬢さま。相手になさることありません」

　後ろを振り返ると、レイフがまだ商談しているのが見える。

「とっておきの店って？」

　そう、これは民の生活の一面を見るいいチャンス。

（別に、言い訳を考えてるわけじゃないけど）

　男はくいと背後の店を指した。

　他の店と同じような佇まいだが、さっきからビールの匂いがしていた。

　出入口の上に箒ほうきが刺さっている。

「箒……なんの店？」

　男たちは「お嬢ちゃんはそんなことも知らないんだなぁ」と、からから笑った。

「箒が看板代わりに刺さった酒場は、いいビール女将がいる徴しるしさ！」

「『いいビール女将』？」

　ピール女将って何だ？

　怪訝な表情をしていたのか、「行けばわかる」と簡単に説明を切られた。

「おく……お嬢さま！」

　果たして、店に入ってすぐその理由はわかった。

　むせかえる、煙草とビールと鶏肉の香ばしい匂い！

　バーというより居酒屋派だったジェリィは、酒場の匂いを心地良く感じた。

　真昼だというのに賑わっている店内では、手に木製のカップを持った男女が歩き回っている。活気があっていい。

　見るとカードゲームをやっている席もある。

「賭けカード？　いいわね！」

「やってみるかい？」

「もちろんよ！　ルールを教えて！」

　背後で「おくさまあ！」と声にならない声で叫んでいるフィオナの気配を感じる。

（ごめんね、フィオナ。これも社会勉強だと思って許して！）

　などと心の中でいいかげんに謝りつつも、カードを広げる手を止められない。

　可憐なドレス姿で香ばしい鶏肉をかじり、ビールを飲み、たまに煙草を吸ってはむせているジェリィが珍しくて、カードが広がったテーブルの周りには人だかりができていた。

　ルールさえ飲み込めば簡単なゲームだ。

　ジェリィのテーブルには、たちまちチップが集まった。

（楽勝！）

　にんまり顔を隠せないジェリィをよそに、男たちがこそこそと内緒話をしているのが、フィオナの目に入っていた。

　フィオナはジェリィの耳元に口を寄せて囁いた。

「おかしいですよ、初めてでこんなに勝たせるなんて。何かするつもりですよ」

　同じことをジェリィも考えていた。

（彼らが『ジェリィさま』をカモにするつもりなのは見てわかる。あからさまに平民とは違う服装のわたしが世間知らずだから、身ぐるみ剥いでしまおうって算段よね？　始めは勝たせておいて油断させ、これからイカサマをするつもりなのかも）

　ジェリィはふふ、とフィオナに笑いかけて、ビールを口に運んだ。

「そうっぽいわね。でも負けやしないわ」

「ジェリィさまっ……！　もうやめて旦那さまのもとに帰りましょう。ジェリィさまはビールで正常な判断ができていらっしゃらないんですよ……」

　そんなことはない。現実社会でもビールには強かった。

　……でも言われてみれば、このビールは少々回りが早いかも……？

　さて、と内緒話を終えた男たちがにやりと笑いながら、ジェリィに目を合わせてきた。

「今度はそのイヤリングを賭けないか、お嬢ちゃん」

　イヤリング。これはレイフから、贈られた品だ。

　……ジェリィにではなく、『ララナ』に。

　ジェリィの手は自然にイヤリングを外しはじめた。

「おくっ……ジェリィさま、それは！　いけません！」

　フィオナの声も虚しく、ジェリィはテーブルの中央にイヤリング一組を置いた。

「さ！　そちらは何を賭けるの？　イヤリングと同じほどの価値があるものでなきゃ嫌よ？」

　男はどさ、と紫色の巾着を置いた。ずっしりと重みのありそうなそれを、男は開いて見せた。生き成なり色の細粒が入っている。

（これは何？）

「砂糖だ。貴重な品なのはわかるだろう？」

　フィオナを振り返ると、興奮したような顔で、こくこくと頷いて見せた。

「教会からいただかなければ手に入らない品ですっ」

「少し舐めさせてもらっても？」

　ジェリィが人差し指を巾着に入れようとした時、背後からばん！と腕が降りてきた。

　振り向く必要はない。

　さっきジェリィが手を乗せた腕を包んでいた衣服の袖。

「旦那さま！」

　泣いてしまわんばかりの顔でフィオナが、安堵しているのが見える。

　そして、「ご領主さま」と敬礼して見せる店の中の人間たち。

　ぽり。

　ジェリィがかじっていた鶏の脚だけが、ぽつりと音を残した。

「誰がジェリィをここに連れてきた？」

「へ、へぃ……手前共で」

　男たちが素直に手を上げた。

「大方、ドレスを見てカモれるとでも思ったようだが。彼女が俺の妻になる人だとわかっての狼藉か？」

「妻！」

　男たちはぶんぶんと首を横に振った。

「いや、カモれると思ったのは確かですが、その……奥方は酒も賭けも強くて」

　レイフはついと紫色の巾着を手にして、指ですくって舐めた。

「砂糖か。手堅い品を持ってるな。だが、精製がまだ甘い。もっと純度の高いものを作れる職人を知っている。今度ルートを教えろ。カートライトの産業の一つになれるかもしれん。それから女将！」

　店の者の先頭に立っていた中年女性が、「はいよ」と化粧けのない唇を開いた。

「今後ひと月の間、この店に煙草は卸さない」

　瞬時に女将の顔が鬼瓦と化した。

「そんな！　その子……奥方を連れてきたのは男どもだし、付いてきたのは奥方のほうだろ？　あたしの店に罪があるかね？」

「ビールがジェリィの口に合ったってことかな。ひと月の間は、ビールをカートライト城に卸せ」

「まあ、そういうことなら？　あんたたち！　あんたたちはひと月、この店に出禁だからね！　そもそもはあんたたちが余計なことするから、うちの店にもとばっちりが来たんじゃないか！」

　言い合いの最中、レイフがテーブルの上のイヤリングと砂糖の巾着を持ち出し、酔いが足に来ているジェリィを横抱きに、見守っていたフィオナを連れて店を出た。レイフの体はひんやりとして心地良い。

「フィオナ、銀貨をやるから通りの箱馬車を捕まえて、カートライトの城まで帰ってくれ」

「わ、わかりました。あの、奥さまを叱らないであげてください。初めての街で、はしゃいでしまわれただけなので」

　わかった、とフィオナにだけ優しい顔を残して、レイフは乗ってきた馬車にジェリィを膝に乗せたまま、乗り込んだ。

　ステッキでこん、と天井をたたくと、馬車は動き始める。

「あの、レイフ？　怒って──」

「笑ってるように見えるのか？」

　馬車の振動に合わせるかのように、冷えた手が、ジェリィの足首をつかんだ。絹の靴下を足首まで下げて、そこから上へとキスを落としていく。

「ちょっと！　やら、脚は女性にとって性的な魅力があるから隠せって言ったじゃらい」

　言いながら、目がとろんとしてきた。ビールが回ってきたらしい。

「ビールが回ってきたんだろう。ビールはな、スープや料理にも使うから代々女が作り方を伝えていくもので、各家庭の味があるんだ。優れたビール女は女将となって店を開ける。あの店のビールは質がいい」

　キスの愛撫で、最初から頭がおかしくなってしまうくらい、気持ちよかった。

　レイフの唇がひんやりしていて気持ちいい。

　レイフの唇がひんやり？

　そんなこと今まで一度だってなかった。

「ジェリィ熱い。ビールのせいだな。ジェリィがそんなにビール好きだとは思わなかった」

　初夜の酒にも簡単に落ちていってたし、と続いてジェリィの顔に火が上った。

　あの晩のことは恥ずかしくても忘れられない。

　片手の指が、薄い下着を通して花芽に触れる。

「ひゃんっ！　らめ、そこ」

　レイフの指使いと振動で、花芽はぷっくりと顔を出してしまう。むずむずと腰が動き出してしまう。

　反応のいい体にされてしまったと今更思う。

　むき出しになった花芽を、レイフの指が下着の上からするするとなぞってくる。

「んんっ、やめて、レイ……濡れちゃうぅ……っ……」

「濡らしなよ、べちゃべちゃに。今でも下着を濡らしてすごく動きやすい。ぷっくり膨れて、じかに触って欲しい、って言ってる」

「んぅ、言ってな──あ！」

　下着を避けて入ってきた指が、じかに花芽に触れる。

　撫でるだけじゃなく、摘まんだり、舌を這わせたり。

「やめ、や、こんな、馬車の中で」

「ん、わかった」

　熱い吐息を残してから、ジェリィの下着を直して上からふんわりドレスのスカート部分も直してくれる。

「んぇ……？」

　やめちゃう、の？

　そのスカートの下で、ジェリィはもじもじと脚を擦り合わせていた。

（まだ、じくじくと熱を持ってて……中も、もっと触ってほしくて）

　ジェリィの秘所からは、蜜液がこぼれ始めていた。

　やめると言ってやめられる状況ではない。

　腰が勝手に揺れている。

「どうしたの、ジェリィ。顔が真っ赤だけど。ビールのせいかな」

「……いじわるっ……きらい……」

　レイフがにいと笑って、ステッキを天井に当てた。

「宿へ」







　帰りの馬車は夕刻を過ぎていた。

　木々の隙間からオレンジ色や朱色の混ざった夕陽が見える。

　窓のへりに頬をついて外を眺めながら、手の中のイヤリングを転がしていた。

　向かいにすわっているレイフは、イヤリングが気になるのか、ちらちらとジェリィに目をくれている。

「その……クッションは足りてるか？　出せと言えば、もっと用意できる」

　腰の周りを埋めているクッションの話だ。

　唐突に振られて、ジェリィの顔が赤く染まった。

「……くそやろう」

「くそやろうはジェリィも一緒だろ。そのイヤリング、今度はどうするつもりだよ？」

　ああ、とジェリィは相槌を打った。

「……今から夫を、吊しあげようと思っている」

「え。吊しあげる？」

　妻の物騒な言葉に、レイフはひくっと退いた。

　ジェリィはバッグからごそごそとメッセージカードを取り出し、イヤリングと一緒にレイフの目の前に広げた。

「どう？　言い訳してもいいのよ？」

「……言い訳って？」

　きょとんとした顔をするレイフに、ジェリィのイライラが増していった。

「だから！　あなたが初夜の翌朝にくれたイヤリング、わたし宛じゃなくて、『ララナ宛』だったの！　あんな大事な夜の翌朝に、よく他の女と間違えて贈ってくるわね！　賭けの対象になっても仕方ないわよね！」

　レイフはポカンとしてから、急に照れたように足元に目をやった。

「ジェリィ……初めての夜のことを、大事な夜って……俺、嬉しい……」

「だって大事な夜でしょ……、ってそこじゃない！」

　レイフは眉を寄せて「ジェリィが何を怒ってるのかわからない」と言った。

「だから！　もう！　なんでわかんないの？　わたしはララナが誰かってことと、なんで間違えて贈ってきた……つまり、ララナとレイフはどういう関係かって聞いてるのよ！」

　大声を上げてむせそうになった。イヤリングとメッセージカードを握りしめたままのジェリィのそばにすわって、レイフがその背中をぽんぽんと軽く叩いてくれた。

「ジェリィ。ララナって、ジェリィのことだけど？」

　──は？

　ジェリィは記憶の引き出しをまさぐった。

（わたしの名前は、エヴァンジェリン・バニスター。それ以外の名前で名乗ったことないわよね？　間違えてないわよね？）

　探るのをやめて、じっとレイフを見た。

　嘘をついてるようにも見えない。

「わたし、『ララナ』を名乗ったことなんてないけど」

　そういえば、沼地で初めて出会った時、ジェリィが名乗る前に、レイフはララナと呼んでいたように思い出した。




　──ララナ！　ああ、ララナが本当に来たんだ！




　呼んでいた。確かに。

「『魔法少女ララナ』って知ってる？」

　──『魔法少女ララナ』！

　ジェリィは眩暈が起こりそうになるのを感じた。

　ここに来て、現実社会の国民的少女アニメの名前が出てくるとは！

　確かにふわふわの金髪とグレーの目、小柄でスタイルがいいヒロインの名前はララナだったし、エヴァンジェリン・バニスターの容姿にそっくりだ。

　だとしても！　だとしても、ジェリィをララナと呼んでいい筋にはならない。

「なんでわたしのことをララナって呼ぶのよ！」

「いや、そっくりだから」

「関係ないし、イコールわたしのことだなんて、わかるわけないでしょ！　いい？　今日から、たった今からララナは禁止よ！」

　ええ、と残念そうに言うレイフの唇を人差し指で軽く押した。ぴくっとレイフが反応する。

「何？　キス？」

「違うっ」

　ジェリィはレイフの唇をぎゅうっ、と押した。

「ララナとわたし、どっちが好きなの？　わたしのこと好きなのはララナに重ねあわせてるから？　ララナとキスしたいから、わたしとキスしたいと思ってるの？」

「もしかして……ジェリィ、やきもち焼いてたの？　……可愛いっ！」

　ぎゅうっと抱きしめられて、ジェリィは赤面した。

　やきもち？　自分が？

「違うっ！」

「違わないよね？」

　レイフが頬を寄せたのを、素直に受けいれた。

　夕陽はすっかり沈んで、辺りは静かな薄闇に包まれていた。







　フィオナにたまご色のドレスを脱がせてもらって、湯に浸からせてもらった後、ジェリィはベッドに大の字になって転がっていた。

　色んなことがあった。

　レイフが意外にも、色んな商売に手を広げ、それを領民に還元していたこと。棺の作り方、煙草の育て方、今度は砂糖に手を出すつもりなのだろうか。それだって、領民のもとにお金が入るしくみを作るに違いない。

（煙草は、国で禁じられているから国外で作って、国外に売っているのかしらね）

　そういえば煙草を吸いたいという気持ちがだんだんと薄れてきていた。

　もともとエヴァンジェリンの体が喫煙者ではないからだろうか。

　今日の酒場のような場所では煙草を吸っていたものなのに、ビールと鶏で満足できてしまっていた。

（美味しかったなぁ）

　エヴァンジェリンの実家でも、ここカートライトでも毎回フルコースのこじゃれた食事が出されていて、それも美味しいと感じていたけれど、やっぱり現実社会でＯＬをやっていた身としては、たまには居酒屋で友達と軽口をたたきながら飲みたいと思う時もある。

（友達か）

　ジェリィは少し顔を曇らせたが、すぐに今日の酒場へと意識が戻っていった。

（美味しかったなぁ）

　再び唇を舐める。

　料理は鶏しかなかったし、飲み物はすっぱいワインとビールしかなかったが、店はにぎわっていた。

　酒場の中は煙草の煙がゆらいで、男たちの心底リラックスした笑い声や、女将やビール女たちの掛け声も活気があって、楽しい。

（カートライト城でもああいう場を作ることはできないかしら？）

　淑女らしからぬ提案に、ミズ・クリスティが眼鏡をずり落とすに違いない。

　想像だけで笑ってしまうジェリィだった。








第四章




　深い紺色の空に、銀砂を散りばめたような星が瞬いている。

「夜会？」

　作業着で竜の掃除機型の口に豚肉を放り込みながら「そう。明日の晩、ブラウン子爵の夜会に出かける」とレイフは言った。

「これまでは一人で行ってたけど。ジェリィ、一緒に来るよな？」

　そういう言い方をされると「えー、どうしようかなぁ」と言ってしまって、レイフに「可愛い」と言われてしまう。

　結果、話が進まないので真面目に答えることにした。

「うん、一緒に行くわ。興味もあるし。多分、妻がいるのに社交に出ないのって、失礼に当たるのでしょう？　ああでもわたし、堅苦しいのは苦手なのよね……失敗しなきゃいいけど」

　失敗はいいけど、とレイフは難しい顔をした。きっ、とジェリィに向き直って、はっきりした言葉で言った。

「俺から離れないこと！」

　街に出かける際にも言った同じ言葉を、ジェリィに突きつけてくる。

「え？　ええ、うん」

　どうでもいいような返事をしてしまって、レイフに泥だらけの手で頬を撫でられた。

「うんとか言いながら、一人で酒場でビールにまみれてただろうが。結局説明を聞かなかったけど、どういうつもりだったの！」

　言われてみれば、弁明らしい弁明はしていなかった。

　持っていた手巾で頬の泥を拭いながら、殊勝な言い訳をしてみることにした。

「あのね。行きの馬車の中でレイフが言ってたでしょう。領民のためにカートライト領地の産業を作らないといけない、って」

「言ったね。大した話じゃなかったけど、それがどうかしたの」

　大した話よ、とジェリィは返した。

「元からの領主育ちならわかるわよ？　でもあなたは現実社会の人間だった。いつからいたのかは知らないけど、こんなにこの世界になじんでいることにも驚きだし……ましてや、領主として善行を積んでいるのを聞いて、とても感銘を受けたの」

「ジェリィ……かっこいいと思ってくれたんだ？」

「かっこいいというか、尊敬したのよ、純粋に」

「ジェリィ！」と突然大声で名前を呼んで、泥だらけの手と腕でぎゅうっと抱きしめられた。

　抱擁は嬉しいと思うものの、泥だらけの作業着でというのは、遠慮したかった。

「それで自分を振り返ってみたの。わたしは領主夫人としてできることがあるのかしら、って」

「ジェリィはまだこっちの世界に来たばかりだからいいんだよ、まだ何もしなくて。慣れるのが一番大事なことだろう？　この間は初めて街に行ったし、今回も初めて夜会に行く。ゆっくり一つずつでいいんだよ」

「でも……」

　言いよどむジェリィの頭を、レイフはぽんぽんと撫でた。

「よしよし、ジェリィはいい子だね。で？　もう一つ心の底から思ってたことは？」

「居酒屋で飲みたいぃ！　揚げ出し豆腐食べたいぃ！」

　そうなんだろうね、とレイフは冷静に返していた。







　一日たっぷりとミズ・クリスティにレディマナーを仕込まれたジェリィはへとへとに疲れた状態で、淡い緑のドレスをまとって、馬車に乗りこんだ。

　中にはまたたくさんのクッションが重なっていて、ジェリィはその中心にぼすんと座った。生き返る。

　まだ頭の中に、ミズ・クリスティのレディ教育がこだましているような気がする。体中につめこまれた知識が、今にも耳からこぼれ落ちそうだ。

　ステップの前に、ミズ・クリスティが苦い顔をして立っている。

「まだ完全には習得できておりません。特にダンスはまったくの出来ですから、決して踊ったりなさらないように」

　ダンスの練習相手は、新しく入った執事・ノアがしてくれた。華麗に踊る人だったが、ジェリィには速すぎてついていけなかった。

　それがこのザマだ。ダンスは絶対だめだと釘を刺されるほどの出来栄えだった。

（夜会の花といえばダンスでは？　そのダンスができなくて、夜会に行っていいのかしら）

　さすがに呑気なジェリィも焦っていた。

　足を傷めているとでも言おうか。カウチにでもすわっていればいいか。と悪だくみを画策する。

　馬車が動き出した。

　前とは比べものにならないほど整備された道は、馬車をするすると動かしてくれる。庭園も綺麗になってきたし、城の中も徐々にお化け屋敷から遠のきつつある。

　使用人も増えて、ミズ・クリスティから紹介されることも多くなった。

　レイフは最初に約束した改装を、今も続けてくれている。

「今回の旅には、執事バトラーのノア、従僕バレットのルイス、レディメイドのフィオナを連れていく」

　頷く。ルイスには会ったことがない。

「従僕って何するの？　ルイスってどんな人？」

「俺の身の回りの世話をしてくれる者だな。まだ十代の少年だ。営業回りに行く時、何かと不便を感じることが多くなって、雇ってみた。けっこう動いてくれて助かっている」

　ジェリィにとってフィオナのようなものだな、とレイフは言った。

　ノアはフィオナとルイスの統率役、フィオナはいつも通り、ジェリィの世話をしてくれる。

（カートライトにも人が多くなったものだわ）

　しみじみ思う。最初は六人だったのに、今は何人いることやら。

「本当なら飛竜に乗っていきたかったわ。馬車だと体のあちこちが痛くて。ブラウン子爵のところまで、どれくらいかかるのかしら」

　ジェリィの勇敢な物言いに、レイフはくくく、と笑った。

「なによ」

「なによ、って。怖がってただろ、ワイバーンのこと。ブラウン子爵の元まで、到底もたないと思うけどね。それに貴族の馬車は贅沢品だぞ？　それで体のあちこちが痛いと言ってたら他に乗れるものがない」

「そんなこと言ったって、揺れるし。車と一緒で自分で運転すれば酔わないとかあるのかしら？」

「馭者台は強烈に揺れるぞ」

　レイフが呆れたように言った。

　ジェリィは腰の周りにあるクッションたちを引き寄せた。街にも何回か出かけているが、馬車の振動にはまだ慣れていない。レイフの言う通りだ。

「ジェリィ、上を見て」

　レイフに言われた通りに夜空を見上げると、一羽の大きな鳥が……いや、飛竜が空を飛んでいた。

　飛竜はレイフとジェリィが乗る馬車を、忠実に追いかけてきているようだ。

「サンプルにね。付いてきてもらってるんだ」

「サンプル？　まさかブラウン子爵の夜会って」

「そう。営業の場だと思っている」

　呆れた。

　どこでも営業を欠かさない商人気質だ。

「現実社会でも、あなたはそんなふうだったの？　レイフ。ペットのお医者さんって言ってたわよね？」

　ペットクリニックの医師が営業？

　なんだか想像がつかない。

「え？　ああ、うん……そうかな」

　明らかに目を逸らして、その頃のことを話したいようには見えない。

　それはジェリィも同じだ。言及は避けよう。

（それにしても。夜はあんなふうに飛んでいても目立たないけど、昼間はどうなのかしら）

　悪目立ちしては可哀想だ、と思っているうちにジェリィは眠りに落ちていた。夢に落ちる一瞬の間、こめかみに唇が、唇に指が軽く触れたような感覚があった……。







　到着は翌晩だった。

　馬車の中ではカードゲームをしたり、食事をとったり、昼寝したりした。微睡まどろみの中で、馬車は止まった。

「着きましたよ、旦那さま。奥さま」

　ルイスとおぼしき声が聞こえて、ジェリィは目を覚ました。

　レイフが伸ばす両腕を素直に取って、ジェリィは横抱きにされて馬車を降りた。

　緑のドレスから白い靴の先が、ちらちらと見えている。ルイスが横目で見ているのを、ノアが諌いさめているのが聞こえた。

（足が性的魅力……不思議な世界だわ）

　ぱち、と目が開く。レイフに言って、おろしてもらった。真っ暗で何も見えないが、周りが木々でおおわれていることはわかる。

　目の前には大きめの棟が一つ。

「滞在中はここを好きに使ってよいそうですよ」

　フィオナが囁いてきた。大きい棟だ、まるごと二人のためだけに貸してくれるというのか。

　レイフは自分の城にほとんど関心がないようで、必要最低限のものしか領地におきたがらないが、ジェリィの想像していた『貴族』はブラウン子爵のような人であったのかもしれない。

　きぃ、と声が聞こえた気がした。

　飛竜だ。飛竜が別棟の屋根に止まっている。飛竜の寝床もこの棟になるようだ。







　翌朝、ベッドで寝ていたジェリィは、窓から差す光で目を覚ました。

　朝、というには時間が経ちすぎているように思う。

「フィオナ？　どこ？」

　はい、と焦ったような声が聞こえて、ベッドテーブルを運んできた。

　いつもフィオナが一人でベッドテーブルを運んでいる姿を見ると、手伝いたくなってしまうが、手を出してしまった時、逆に諌められてしまった。

　ベッドテーブルの上には軽めの食事と、バラの花が一本飾ってある。バラに敷かれたメッセージカードには、「ようこそ、ブラウン邸へ！　心穏やかに過ごされますように」と短い歓迎の言葉が並んでいた。

　嬉しくなって小さな笑みが浮かんだ。

　メッセージカードの下にもう一枚、見慣れた徴のカードがある。拾いあげてみると、やはりレイフからだった。




　──行動する時は俺と一緒に。愛をこめて。




（しつこいなぁ、さすがレイフ）

　思いながら、さっきよりも笑ってしまった。

　ブラウン邸の朝食は美味しく、寝起きでもぺろりとたいらげた。

　フィオナに着替えを手伝ってもらった後、タイミングを見計らったかのように、ノアとルイスが訪ねてきた。

「今夜の夜会までに、もう少しダンスの練習をなさいませんか？　ルイスもおりますし、踊りやすいようにどちらでも」

　ノアは細い目をより細めて、さらりと言ってきた。ルイスはノアの後ろから、ちらちらとジェリィを見ている。

（うっ……その必要はあると思っていたわ）

　お招き頂いた夜会で、ずっとカウチにいるのも変だろうとは自分でも思っていた。

　あらかじめダンスホールを借りていたという抜かりのないノアに感心する。

　決して華美ではないのに、簡素にも見えないそのホールは隅々までよく手入れが行き届いている。さりげなく飾られた銀細工も、綺麗に光っている。

「では私から。どうぞ奥さま、お手を」

　誘われるまま手を取って踊り始めたが、やはりついていけない。

　ノアが気を使ってゆっくり踊ってくれているのについていけないなら、本番はもっとついていけないに違いない。

（やばい。やっぱりカウチの花になるしかないのか！）

　ルイスのたどたどしいピアノの音がふっと途切れて、ノアは手を離した。

「今度はルイスと踊ってみませんか。ルイスも始めたばかりなので、テンポが合うかもしれません」

　にこっと笑う顔が美形で嫌みがない。

「そうしてみるわ。夜までしか時間がないからなんとしても、踊れるようになりたいわ。よろしくね、ルイス」

「は、はい」

　初めて『奥さま』と面と向かうのが、まさか触れる時だなどと思ってもいなかったのだろう。

　緊張した面持ちのルイスに、ジェリィは笑いかけた。

「緊張しないでよ。始めた者同士、ゆっくりやってこ？」

「は、はい」

　果たして、ノアよりもルイスのほうが踊りやすかった。始めた者同士というのが良かったのだろう。

　ノアの巧妙なピアノの速さで、だんだんとテンポに追いつくようになってきた。

（いけるいける！　これは夜までになんとか！）

　音が途切れた。

　ジェリィとルイスはお互いに息が上がっていた。

「ありがと、ルイス。あとはまたノアと踊ってみるわ。ここまで上達できたの、ルイスのおかげだわ」

　ルイスは少年らしい目元をほころばせた。

「上達できたのはお互い様です、奥さま。どうか夜会で綺麗なダンスをご披露なさいますように」

「ではルイスは旦那さまのもとへ行ってください。あとは私がみっちり仕上げて差しあげますね！」

　ノアの微笑みが怖かった。







「──ていう感じだったのよ、フィオナ」

　バスタブの湯に浸かりながら、笑い話のようにノアの特訓を語るジェリィにフィオナは若干眉をひそめ、「後で注意しておきます。まったくあの執事ったら……」と言った。

　たとえ執事であっても、古株のフィオナには勝てないようだ。

　ジェリィは、フィオナがノアをやりこめるさまを想像して、小さく笑った。

「いいのよ。ノアとルイスのおかげでなんとか形になったんだから。ほんと様様よ！」

「でも足が、こんなに赤くなって。本番はできたら踊らないでいただきたいです！」

　湯の中で足をほぐしてくれながら、機嫌悪くフィオナが言った。

　ジェリィはあはは、と笑う。

「本番踊らないんだったら、特訓なんてしないわ。ちゃんとレイフの顔がたつようにしておかないと。一応、伯爵夫人なんだし」

「……ここに来た時とはずいぶん変わられましたね、ジェリィさまも」

　顔に湯をかけて「そうかな」と返す。

「ずいぶん旦那さまのことを、お気にかけるようになっていらっしゃいます。お二人が仲良いこと、嬉しく思います」

　今度は唇まで湯面に浸けて「そうかな」とあぶくまじりに返した。

　そんなふうに言われると、なんだか照れくさい。

「そういえば今朝から見ないけど、レイフはどうしてるの？」

　湯から上がってからは夜会の支度を始めなければならなかった。

　体に張りつく湯着をフィオナに脱がしてもらっているのを見て、突然レイフを思い出した。

（脱がされているのを見てレイフを思い出すというのも、我ながらなんとも……）

　気づいて恥ずかしくなる。

「今日は、朝にブラウン子爵と食事をなさって、あとは兵舎にいらっしゃったようですよ」

「兵舎に？　なぜ？」

「兵士のようにお強い方の中には、ワイバーンや煙草や棺が欲しいという方もいらっしゃるんじゃないでしょうか」

　飛竜と煙草はわかるものの、棺はなんだか強い人と関係ないような気がするが。

「それより、お湯が長すぎましたか？　お顔が赤くて。申し訳ございません」

「違う違う！　これはわたしが勝手に照れてるだけだから、いいの！」

「照れる？」

　なぜ、と言いたげなフィオナより先にタオルで髪の水分を取っていると、ベッドテーブルを運んだ時と同じようにまた諌められた。

「奥さまは本当に気さくで困ります！」

　ぷりぷり怒るフィオナに吹き出し、ジェリィは部屋へ戻った。

　涼しい風がカーテンを揺らしている。

　ブラウン邸は街中に建てられているらしく、周りは賑やかなのだそうだ。

　邸の敷地が広大なせいか、賑やかさはここまで伝わってこないけれど。

　穏やかな庭園が広がっていて、昼間は色とりどりの花が咲いているのが見えた。

　今は日が暮れて、その影だけが月明かりに照らされて浮かび上がっている。

　フィオナが用意した薄紅色のドレスは、これまで見たどんなものより美しく、可愛らしかった。

　これをまとって、仕上がったばかりのダンスを踊ることを考えると緊張してきた。

「いいんですよ、奥さま。無理して踊らなくても大丈夫ですよ」

　ジェリィの緊張した表情を読んだのか、唐突にフィオナがにこやかに言ってきた。

　フィオナの言う通りに手足を通し、ドレスをまとっていく。

　肌にさらさらした着心地の良い生地だった。

　ミルフィーユのようなペチコートのおかげで、スカート部分はふんわりと膨らんだ。

　髪をまとめ、最後に深紅の石が付いたくしを飾った。

　胸元には透明に輝く、大ぶりの首飾り。

　耳を飾るのはいつも、レイフがくれたイヤリングだ。

「可愛いっ！　可愛いです、奥さま！　さすがわたしの奥さま、可愛いっ！」

「フィオナ、それ、俺の奥さまなんだけど」

　戸口に立つレイフの声が、フィオナをきゃっ、と跳びあがらせた。

「だ、旦那さま。失礼致しました」

　焦って頭を下げるフィオナの前を通りすぎて、レイフはこめかみにキスをくれた。

「レイフ。フィオナの『わたしの奥さま』はそういう意味じゃないの、わかってるでしょう？　わたしのフィオナをいじめないでよ」

「ごめんね、フィオナ。俺の奥さまをもっと可愛くしてくれてありがと」

『俺の』に固執するレイフに呆れた。フィオナはフィオナで「お二人とも、使用人に気さくで困ります」とさっきと似たようなことを言っている。

（それにしても……レイフの燕尾服姿が……かっこいい）

　長身のレイフによく似合う。アスコットタイの留め金に、ジェリィの髪留めと同じ色の石が付いている。

　普段作業着姿しか見ていないせいか、ジェリィの中で加点が多すぎた。

「今かっこいいと思って俺のこと、見てるだろ？」

「かっこいいなんて全然思ってない」

「ふーん？」

　にやにやするレイフに腕を出させて、その上にちょんと手を置いた。

「行きましょうか、旦那さま？」







　夜会のホールは豪華だった。

　大きな部屋に、大勢の招待客。奥にダンスホールもあって、ジェリィをどきりとさせた。

　目だけきょろきょろ動かして周りを見ていると、レイフに声がかかった。

「カートライト伯爵。夜会へようこそ。そちらの可愛らしい方は？」

「ブラウン子爵。妻のエヴァンジェリンです。ジェリィ、こちらは夜会の主催者でおられるブラウン子爵」

「初めまし……」

　て、とちょこんとお辞儀をしている最中に、ほうぼうから視線が刺さってくるのを感じた。




　──あの花嫁候補を幾人も帰らせたという、偏屈な伯爵に、妻？

　──あの方がやっとカートライト伯爵のお眼鏡にかなった女性……。




（そうだった）

　レイフは『何人もの花嫁候補を実家に帰らせた訳のわからない変わり者伯爵』なのだった。

　そのレイフが「妻」を紹介するのだから、ざわついても仕方がない。

「なんと、可愛らしい方」

　濡れた土の色をしたブラウン子爵の目が細まったところで、ジェリィはほっと一安心した。

　招待してくれたその人に挨拶ができたのだから、ジェリィの中では七割ぐらい点が取れていた。

「カートライト伯爵、さっそく貴方に会わせたい方がいるのです」

　いかがです？　とレイフの返事を待つ瞬間、ブラウン子爵はちらとジェリィに視線をくれた。

（多分『奥方は遠慮して』の目配せね、これ）

　ブラウン子爵にこくっ、と小さく頷いた。レイフが振り返って「ジェリィも一緒に」と言いかけたのをぽん、と背中を押した。

「わたし、足が痛くて。このカウチにすわってるから、迎えに来て下さる？」

　言葉遣い、合ってるかしら、と思いながら、レイフに目をやった。

　レイフが口の動きだけで「じっとしてろよ？」と言うのに、こくりと頷いて、片手をひらひらさせた。

（足は本当に少しだけ痛むのよね。もちろん踊れないほどじゃないけど）

　給仕にシャンパンをもらって、カウチに掛けた。するとどこからともなく、同じシャンパングラスを持った綺麗なドレスたちが集まってきた。

「こんばんは、エヴァンジェリンさま」

「カートライト伯爵夫人でいらっしゃるって、本当ですの？」

「カートライト伯爵って可愛らしい方がご趣味だったのね！」

「エヴァンジェリンさまはなぜ伯爵に嫁ぐことになったんですか？」

　…………？

　何が起こっている？

　目の前がくらくらしそうな、きらびやかなアクセサリーやドレスで埋まっている。

　そうか。変な噂さえなければ、レイフは長身でイケメンで、令嬢たちの目を惹かないわけがない。

　それで、レイフを射止めたジェリィに興味があるのだろう。

「えっと──（何だっけ）、父の持ってきた縁談でございまして」

　驚いて口をパクパクさせていると、令嬢たちを避けて、男の腕がずいとわけ入ってきた。

　レイフだと思って安堵しながらその手を取って立ち上がると、相手はまったく知らない燕尾服だった。

（──はい？　誰？）

　ぽかんとした顔で男を見る。

　レイフと同じような年頃だ。

　さっと頭を下げると「良い夜ですね、令嬢」と愛想のいい声で言った。

「私と踊っていただけませんか？」

（で、出たぁ！　ダンスのお誘い！　で、でも今レイフを待っているところだし、ど、どうしたらっ……）

　ここで出ていってしまえば、またレイフに叱られる。

「あの！　すみません、今わたしっ、」

　現実社会での言葉が丸出しになってしまって、また口がパクパクうごいてしまう。

　ぐいぐいと引っ張られて、ダンスホールにまで出てきてしまった。

　拍手の中、音楽が始まり、ジェリィの腰に腕が回った。

　仕方なくステップを踏みだした。ノアの特訓が効き、難なく踊りきれた。

「もう一曲、お願いできませんか？　貴女のステップは蝶のように軽くてふわふわしている。不思議な感覚だ」

　男にそう言われた時、素直に嬉しくなった。特訓の成果があったのだ。

　それでも二曲目を彼と踊ることに抵抗があった。

「えっと」

　どうしよう。

　夜会のダンスの断り方など、ミズ・クリスティには習わなかった。

（街で飲んでた時みたいに、こういう場にこそ、レイフが割って入ってくれれば！）

「失礼を致します、バベッジ男爵閣下。主人の命でカートライト伯爵夫人のダンスの相手を申しつかりました。なにぶんご承諾いただけますようにお願い致します」

　目の前に割って入ってくれたのは、ノアだった。

　助かった。

　男は改めてジェリィを見つめ、「カートライト伯爵夫人？」と言ったきり、あとずさりしていった。

　つい、とノアの手が、ジェリィの手をすくいあげる。

「ノア、このホールの中にいたのね」

　ノアは細い目をもっと細くして微笑した。

「はい。何事が起こるかわかりませんでしたもので。ご主人さまには秘密です」

　音楽が流れ出した。

　ノアについて、ステップを踏みだす。

「え、でもさっき、レイフの指示でわたしと踊ることになった、って……」

　ノアはふふっ、と笑っただけだった。

（一存でわたしを、助けてくれたんだ）

　ノアの機転で助かった。

　あのまま踊っていれば、いつか痛む足がもつれてしまうに違いなかった。そして見つかればレイフの雷が落ちる。

　ノアのリードはジェリィの足を上手くかばってくれている。

　自然に音楽に乗ることができるのだ。自然に……、

（ノアの動きが……変）

　ダンスホールの端へ端へ誘導されているような気がする。

　気のせいだろうか。

「──から、おまえとは何の関係もないだろう？」

　レイフの声？

「いいえ、レイフお兄さまはわたしと結婚なさるはずでしたわ。それなのにいつの間にあんなちんちくりんな小娘を、伯爵夫人になさったのですか！」

　続いて少女の怒ったような声。

　声のするほうに視線をやろうとすると、視界が、ばっとノアの胸に遮られることが、二三回続いた。

「……ノア、わざとでしょ。そこをどきなさい」

「いかがなさいました、奥さま？　私は普通にダンスを踊っているだけですよ」

　いつも完璧なはずのノアの笑みが固まっている。

　それを、眉を潜めてじっと見つめてやる。

　ノアはふうと息を吐いた。

「奥さまが見るには不要な光景でございます」

「いいから、そこをどきなさい」

　ノアが仕方ないとターンをすると、そこに、見たことのない令嬢と踊っている姿があった。

　レイフは背中側で表情は見えない。

　踊っている相手は、すらりと背が高い黒髪に青い目をした少女。

　大人びて見えるが、ジェリィより年下に見えた。

　少女がふと顔を上げる瞬間に、慌ててノアを盾にした。

「奥さまっ……振り回されると苦しっ……」

「ごめんごめん、目が合いそうになったから」

「だから見るべきではないと申しあげました」

　むしろ見るべきでしょ、とジェリィは独り言ちた。

「それであの子、誰？　レイフとどういう関係？」

　矢継ぎ早に問うジェリィを前に、驚いた顔のノアがにま、と笑った。

「踊っているだけでやきもちですか？　奥さまは可愛らしい方ですね。奥さまもさっきバベッジ男爵と踊ってらしたじゃないですか」

　それとこれとは話が違う。

（やきもちじゃないし！）

　やきもちでないとしたら、この感情を説明するのは難しい。

　わかりたくない、でも。

（なんとなく、わかってしまう）

　嫌な思い出。

　現実社会から持ってきて、宙ぶらりんのままの思いが、いまだにジェリィをさいなんでいるのは確かだ。

　曲が止まった。

　ノアはホールドを解き、「飲み物でも？」と問うてきた。

　そういえばダンスのせいか、酷く喉が渇いている。

「お願い」

　如才無い笑顔を浮かべて、ノアは人混みに戻っていった。

「ジェリィ」

　振り返ると怒ったような顔のレイフと、さっきレイフと踊っていた少女が一緒に立っていた。

「どうしてダンスホールにいるんだ。カウチでじっとしてるって話だったろ？」

　それは、彼女といるのを見られたくなかったから？　と、うがった見方をしてしまう。

　そうじゃない。レイフは心配して言ってくれているのだ。

「ごめんなさい、大丈夫よ。そちらの方は？」

　どうしてカウチにいなかったかより、そっちの説明のほうが早く聞きたい。

「アリシア・ボウナー。俺の、『レイフの』幼なじみだ」

「ごきげんよう、奥さま。アリシア・ボウナーといいます。なんて美しい奥さまでしょう。レイフお兄さまは見る目がありますわ」

　にこやかに言って、アリシアは小さくお辞儀をした。

　ありがとう、と言う笑顔が引きつってないことを祈る。

（さっき『ちんちくりん』って言ってたの、聞こえてるんですけど！）

　まあ、それはいい。

　でもさっき、「レイフと結婚するのは私のはずだった」と言ってたのはどういうことだろう。

　レイフには元々、婚約者がいたということか？

　それならどうして花嫁候補を集めたりしていたんだろう？

（────。もしかして、アリシアと結婚の約束をしていたのは前のレイフで、花嫁候補を集めていたのは今のレイフ、か）

　それにしても、アリシアは今でもレイフのことを好きなようだ。

　突然、婚約者の中身が入れ替わって、婚約もなかったことにされてどんなにつらいか。胸がしくんと痛んだ。

　アリシアが離れて、レイフが近づいてきた。

「またぐるぐる考えているだろう。『レイフ』がアリシアと結婚の約束をしていたのはチビの頃の話だ。大人になってからは夜会で顔を見るぐらいで、まともに話したこともない」

「そう、なの？　でも彼女は」

　アリシアは今でも、レイフに未練があるように見える。




　──お願い。何でもするから……。




　嫌だ。

　現実社会に置いてきた記憶が、ぷくぷく音を立てて浮き上がってくる。

「ジェリィ？　顔色が悪いみたいだけど大丈──」

　突然、ガラスの割れる音に続いて、きゃあっ！　と悲鳴が上がった。

　ジェリィのところからも見えたその場に、アリシアが転んでいて手首から血を流していた。




　──お願い。なんでもするから、彼と別れて。




　レイフがアリシアに近づこうとするその袖を、必死に掴んだ。

「──かないで。行かないで」

「ジェリィ？　どうした。ちょっと様子を見にいこうとしているだけだよ」




　──彼女が手首を切った。命に別状はない。ただ……




　レイフの袖を握る手がぶるぶると震えた。

（行かないで、行かないで。わたしを置いて行かないで）




　──ただ、彼女には僕が必要なんだ。君は一人でも大丈夫だろう？




（どうして！　待って、行かないで！　わたしを置いて行かないで！　わたしだってあなたのことを愛しているのに──！）

「ジェリィ！」

　心の中で必死に叫んでいた。

　意識が、遠のいてしまうまで。







　──……手首くらい、わたしだって傷つけることはできるわ。あなたが帰ってきてくれるなら。

　──にゃーん……。

　猫の声。わたしのことを慰めてくれるの？

　やせ細った、老いた体をわたしに擦り付けてくる、可愛い猫。あなたは……。







　目が覚めたら、枕まで涙で濡れていた。

　ジェリィが寝ているベッドの端に、レイフが腰かけている。

　目覚めたのに気がついて、そっと髪を梳いてくれた。

「アリシアは転んだんだ。その時に持っていたシャンパングラスが割れて、破片で手を切ってしまった。すぐ起き上がって、自分の足で救護室に行ったよ」

「そう……大したことがなかったのなら、良かった……」

　手の甲で涙を拭うのに、すぐまた溢れてくる。

　そのさまを、レイフがじっと見ている。

「大したことあったのは、ジェリィのほうだよ。アリシアが転んだのを見て、どうして、気を失ったの？」

　ジェリィは自分の髪をぐしゃっと握りしめた。

　レイフが梳いてくれた場所だ。指通りはよく、するすると気持ちいい。

　けれどその感触を楽しむ余裕はなかった。

　レイフにこの過去の記憶を言うか言うまいかで逡巡している。

　ベッドをぎしっと鳴らして、レイフが近づいて、ジェリィの額にキスをくれた。

「隠さないでジェリィ。どんなジェリィも俺は好きだよ。絶対に離さない」

「レイフ」

　髪を梳いてくれるレイフの手を取って、ジェリィはキスを落とした。

「わたし、好きな人がいたの」

「うん……」

　ちょっと切ない顔をして、レイフは相槌を打ってくれた。

「すごくすごく好きだったの。多分、初恋だった」

　夫に過去の恋を話す。不謹慎なことかもしれない。でも心の蓋が、開いてしまった。

　手首と血と、彼を思う女性。

　全てがあの時と似ていた。

「わたし、彼とつきあってると思ってた。ファーストキスも、その人としたの」

「うん」

　だからレイフに、唇のキスを許せなかった。

　あの人の触れたぬくもりを、いまだに消したくなくて。

　ずっとずっと、忘れようとしていたのに、唇だけが思い出を手放そうとしなかった。

「でも彼を思っているのはわたしだけじゃなかった。もう一人、わたしの友達も彼を好きだったの」

「二股ってこと？」

　ジェリィは首を横に振った。

「そうじゃないの。わたしが勝手につきあってるって思い込んでた。彼は最初から、彼女のことが好きだったのかもしれない」

「キスもしたのに？」

　こくりと頷いた。

「キスの重さって、人によって違うのね」

「俺ならジェリィのキスは取っておきにするけどなぁ」

　冗談ぽくレイフが言う。

　ごめんなさい。

　声に出して謝れなかった。謝ることで、レイフを傷つけるような気がした。

「多分キスは彼女にもしてたんじゃないかな。想像だけど、それ以上のことも」

「二股じゃん」

「彼の気持ちはわからないけど」

　それでね、とジェリィは続けた。

「どっちに重きを置かれていたかはわからないけど、いつしか彼女が自分を傷つけるようになったの」

「それって……」

　うん、と頷く。

「傷つけるたび、彼は彼女の元にかけつけていたから。意識的か無意識かはわからないけど、彼を呼んでいたのかもしれない」

「それは、ずるい」

「でもそこまでして彼を呼んでいたのなら、わたしはその時点で負けていたのかもしれないわ。恋愛感情に勝ち負けがあるのかどうか、わからないけど」

「俺なら自傷癖の彼女を説得するけどな。まぁ、もともと二股なんてへまはしないけどな。ジェリィと彼女、どっちにも失礼だろ」

　本当に、あの奇妙な三角関係はどうやってできあがったのだろう。

　まるでぬるま湯の中でできた繊維の塊のように、ふわふわとした、それでいて儚い均衡を保った形をしていた。

　どのみちすぐ壊れるのだと誰もがわかっていた。

　それを壊すのが彼女だと、それすらもわかっていたのかもしれない。

「わたし、彼女に頭を下げられてたの。『なんでもするから、彼と別れて』って」

「それは……男が悪い。ジェリィにもその彼女にもそんなことさせちゃいけない」

　そうね、とジェリィは相槌を打った。

「わたし、断ったの。彼女にしてほしいことがあるとすれば、わたしも彼女に彼を諦めてほしいと言うしかなかったもの」

　あなたにして欲しいことなんてないわ。

　そう言うと彼女は絶望的な顔をして、その場に土下座して、呪文のように言葉を繰り返した。




　──彼を取らないでください。わたしから彼を取らないでください。わたしから彼を……。




「それじゃ、ジェリィが後から二人の間を裂こうとしてるみたいじゃん」

「周りから見たら、そう思われただろうと思うわ。それからその場にもいづらくなったし、どこにいっても指さされるようになった。略奪しようとしてる女だって。針のむしろだったわ」

　レイフがついと涙をすくったことで、ジェリィはまだ自分は泣いているのだと気づいた。

「ある晩、彼女はついにやってしまったの。手首を深く傷つけてしまった。もちろん彼は飛んで行ったわ。病院に搬送されたそうよ。しばらく彼とも連絡がつかなくなった」

「うん……」

「わたしは人殺しと噂されるようになった」

「そんなジェリィは、」

「うん、わかってる。わたしは何もしてない。罪があるのだとすれば、わたしが彼を手放さなかったことかな」

「それはジェリィは悪くないじゃないか」

　悪くない、多分。

　でも悪くないと言い張りたいだけだったのかもしれない。

「それから数日後、彼に言われたの」




　──彼女が手首を切った。命に別状はない。ただ……ただ、彼女には僕が必要なんだ。君は一人でも大丈夫だろう？




「大丈夫じゃない！　大丈夫なんかじゃない！　わたしは……わたしは、」

　上半身を起こして叫ぶジェリィをレイフはぎゅっと抱きしめた。

「好きだったの……彼のことが……」

「大丈夫。ジェリィは俺が守るから大丈夫」

「本当……？」

　レイフはジェリィの背中をぽんぽんと叩いた。

「それで、俺の元に来たの？　沼地まで迎えに？」

　ずいぶん積極的になったんだね、とレイフは笑った。

　あの時のジェリィには、あれしか道はなかった。

　あの時の？　いや、今も同じ。




　──……ことは好きですか？




　これはジェリィが選んだ道だ。

　偶然ではない。

「彼と彼女から離れたわたしにとって、元いた場所は地獄になった。どこへ行っても笑われて軽蔑されて、いじめみたいなものにも遭って。それで就職活動を始めたの」

「可哀想に。ジェリィはこんなにいい子なのに。ビール以外は」

　レイフの言い方にくすっと笑いが漏れた。

「そしたら手紙が来て……ヒツジの就職斡旋所からだった」

「うん、俺もそうだった。そこで質問されて、はい、って言ったらここに連れてこられた。ねえ、ジェリィはなんて聞かれた？」

「…………」

　レイフの襟元に顔を埋める。言いづらい。

「……ことは好きですか？　って……」

　口篭りながらもそっと言った。

　レイフは自分の胸元から、ジェリィの顔をはがした。ジェリィは顔を紅潮させていた。

「なんのことは好きですか、って？」




　──愛されることは好きですか？




「……ジェリィ……うん」

　レイフがじっと視線を合わせてくる。あまりの恥ずかしさに、ジェリィはふいと視線を逸らした。

　酷い目にあっていながら、懲りずに愛されることを望むなんて。

　レイフはまたジェリィをぎゅうっと抱きしめた。

「俺、ジェリィを愛してるよ」

「うん……」

「ずっとずっと愛し続けるよ。ジェリィだけだ」

　耳元に熱い息を感じる。ジェリィは自分から唇を合わせた。

　触れるような、そっと儚いキス。

　レイフの舌が唇の合わせ目を割って入ってきた。

「────っ！」

　そんなキスは知らない。

　慌ててレイフの肩を押しかえすも、腕も、唇も離してくれない。

「んぅっ、ふ……レイ……んむ……っ」

　どうしてか身体中が熱くてたまらない。口の中が甘くて蕩けそうだ。

　舌で撫でられると、下腹がきゅんと痛むほどの甘味が生まれる。

　唇から少しだけ離れて、吐息混じりにレイフが言う。

「ジェリィだけを、愛してる。抱きたいのもジェリィだけ。ずっとこうして、キスしたかった」

　そして息の上がっているジェリィの唇を捕らえていく。

　ぎゅっと抱きしめて、ジェリィが離れないようにして。

「すごい。キスだけで腰が震えてる。口の中が性感帯なのかな。下も、触ってほしい？」

　寝巻きの下の、小さな薄い下着。あらわになった秘所を撫でるように触れてくる。

　膝から抜き取られてジェリィは押し倒された。

　執拗に口の中を撫でる舌を、いつしか頭で追ってしまう。

　どこもかしこも気持ち良くて、涙が浮かんでいた。

　名残惜しげに指が唇をなぞっていくと、寝巻きの胸元と下腹を過ぎ、花芽に触れた。

　そこはすでにむき出しになっていて、指がかするだけで腰がびくんと跳ね上がった。

「んあっ」

「敏感……」

　唇が離れていく、ちゅ、という音がした。

　寝巻きの下の乳房にキスして下腹を過ぎると、むき出しの花芽に舌を這わせた。

「あ、あ、んっ」

　何度も何度も、舌は花芽の上をたどった。

　同じように、下から上へ、下から上へと。

「も、そこ、やめ……あっ」

　花芽がレイフの口の中に隠れた。

　口の中で転がされる花芽が下腹に火をつけたかのように、熱くてたまらない。じゅう、っと吸われて身悶えする。

　緩く歯を立てられるたびに蜜液があふれるのを感じた。

「あっ、あん、やっ、もう」

　びくびくと腰が震えて、ジェリィは達した。

「……まだ早いよ。ここ、触るのこれからなのに」

　濡れそぼる秘所の陰唇に指が触れた。すりすりとなでるように。

　そのうち、指が滑りこんできて、中をくちくちとこすり始めた。

　蜜液がレイフの指に応えて、しとどに濡らしていく。

　内腿を伝う感覚がたまらなかった。

「ジェリィ、いやらしい。いやらしくて可愛い。ここが柔らかくてもっともっと、って言ってる。ジェリィは？　欲しい？」

　じゅぷじゅぷと音が鳴って、指に蜜液がからまっているのがわかる。

「ふぁ、あ、あっ、んん」

　良くて良くて声が止まらない。

「んっ……レイフっ……」

「ジェリィ、可愛いジェリィ。俺の手も指も、全部がジェリィを愛するためにあるんだ」

　どこか一点、ジェリィ自身にもわからない場所に指が当たると、腰が跳ねるほどの甘味が走る。

　ジェリィの反応を見てか、レイフがそこばかりをいじってくる。

「ひっ、あ、やめ、いく、からっ」

　視界が涙で緩んだまま、きらきらと光が飛ぶ。下腹がぎゅうっと縮まった。

　レイフの指を離さないように、必死でしばりつけているみたいだ。

「あ……あぁ……」

　くたっと体から力を抜きたいのに、それを許してくれない感覚に支配される。固まった腰がかってにびくびく震えて余韻を逃さずにいる。

　するすると脇腹を撫でるレイフの手を、ジェリィは捕まえた。

「ジェリィ？」

「もう、わたし、ほしいの。レイフがほしい……」

　ジェリィはレイフの身体を、ぎゅっと抱きしめた。

　熱い息が漏れる。

　両脚はレイフの腰に自らを擦り寄せていた。

「おねが……いれて」

　は、は、と息がこぼれる。

　こぼれた息を吸いとるように、レイフは唇を合わせた。端を舐めて、離れていく。

「ジェリィのこと、壊さないように……気をつける」

　ぐ、と陰唇を分けて入ってくる。

　蜜液でたっぷり濡らされたそこは、レイフのものをぐぷっ、と勢いよく飲み込んだ。

「あ、ああっ！……」

「っは……締めつけてくるっ……」

　レイフの手が乱暴に寝巻きをはだけさせた。

　あらわになった白い乳房をぎゅうっと握る。

　不自然に突起を起こした桃色を舐めた。

「あ、きもち、ぃ……レイ……」

「俺も……こんなに締めつけられたら、もういきそ……」

　ごりごりと腰を入れてくるレイフが、ジェリィを抱きしめた。

　ジェリィもその胸にすがりつく。

「なか、……おくに、だして……っ」

「ほしい……の？　ジェリ……全部？」

「ぜぇんぶ……ぅ」

　腰を打ちつける音が激しくなった。

「出すっ、全部……っ、ジェリィの中にっ……」

「あ、あ、あっ、ああっ」

　熱い白濁がジェリィの体内に広がった。レイフの体がぶるっと震えている。

　その身体を抱きしめたいと思うも、ジェリィの身体は腕を動かすのも気だるくなっていた。

「ふっ……く」

　出ていってしまう。ジェリィの意思に反して、レイフをぎゅうっと包み、押し出してしまう。

　もっと中にいて欲しいのに。

「や……ずっと、なかに、いて……すきなの、レイフ……」

　優しいキスが、ジェリィの唇に触れた。

「ジェリィ……愛してる」

　ちりん。

　小さく猫の鈴が鳴ったような気がした。
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　歓声が湧き上がった。

　兵舎の外に砂埃をあげ、兵士の一人とレイフが乗った飛竜が着地したのだ。

　天気が良く、風もない。

　サンプルにと連れてきた飛龍を、興味のある貴族たちや兵士たちに見せるお披露目の場だった。

　欲しいと言う者の注文を、ノアが紙に書き出している。

　商品は飛竜だけではない。いつものラインナップ、煙草やビール、あとは棺だ。煙草は禁じられているにしては、やけに売れているようだった。

　目立たないように、レイフと同じ作業着を着て、ジェリィは開放された兵舎で勧められるまま、ビールを飲んでいた。

　塩漬けにされた肉の薄く切ったものを出してもらって、ビールを口に運ぶ手が進んだ。

　機嫌良く飛竜とレイフを眺めている視界を、兵士たちが遮った。

「姉ちゃんはどこの貴族さまのメイドだい？　カードは好きかい？　いかさまはなしだ」

　どすん、とそれぞれが椅子に腰かけてカードを混ぜ始めた。

「いいわね。わたしはカートライト伯爵家から来たの。でも『いかさまはなし』って言う勝負ごとほど、いかさまが横行してるものよね」

「それは見切りのできないプレイヤーの問題さね。怖いのかい、姉ちゃん？　それともお嬢ちゃんか」

　派手な笑い声を立てる兵士たちに目が集まって、その中にはレイフもいた。

　兜を投げ捨ててこっちにやってくる。

（えっ。ちょっと、商談はどうしたのよ！）

　無言でジェリィの腕を引っ張って立ち上がらせると、ずいと兵士たちの前に出た。

「カ、カートライト伯爵閣下？　その女は……」

「これは俺の妻だ」

　眉を釣り上げて言うレイフの袖を引いて、鼻息荒く言い返す。

「ちょっと『これ』って言い方はないんじゃない？」

「ジェリィも約束しただろ！　ビールはなしだとあれほど──」

「あっ！　奥さま、見つけましたよ。ブラウン子爵夫人がお茶会を開いてらして、お早く……って、なんて格好をしてらっしゃるんですか！」

　最後に一番怖いフィオナのお小言を聞いて、ジェリィは部屋に連れ戻された。







　ブラウン子爵夫人のお茶会は大きなテラスで行われていた。

　薄い水色のドレスに着替えさせられたジェリィは、夜会と同じくらい緊張した顔色で、促されるまま席に着いた。

（女ばっかり……！）

　現実社会で女からは散々な目に遭わされた。レイフについて回っていれば楽勝の社会とは違って、女には女だけの世界もあるのだと、今現在身に染みていた。

「エヴァンジェリンさま、ようこそ私わたくしのお茶会へ。ドロシア・ブラウンですわ。どうぞゆっくりなさって、おしゃべりを楽しみましょう？」

　恰幅の良いドロシア・ブラウンは上品なモスグリーンのドレスをまとっていた。茶色の髪を結い上げて、黄色に輝く石のついた髪飾りをつけていた。優しそうな貴婦人だ。

「ドロシアさま。ご招待ありがとうございます」

「嫁いでらしたばかりなんですのね。お式はどちらでされる予定なんですの？」

　にこやかにサンドイッチをすすめてくれながら、ドロシアが問うてきた。

「いえ、まだ式の予定は聞いてなくて……」

　答えながら、式？　と頭に過っていた。

　式のことなど考えてなかったからだ。

　この展開に結婚式などありうるのだろうか。すでに初夜も済ませているというのに。

「ええーっ、お式の予定がないなんて信じられませんわ。レイフお兄さまったらどうかしてらっしゃいます！」

　横から口をはさんできたのは、夜会の時に出会ったアリシアだった。今日は濃いピンクのドレスを着ている。大人っぽい子だとは思っていたけれど、こうして甘い色をまとうとまだ少女なのがわかる。

「では、今は領地をご覧になっているところなのかしら？　初めまして、シンシアと申しますわ」

　と、シンシアが言うのを、自己紹介とともにうんうんと頷いておく。

　酒場の日のことを、領地回りというのであればありがたい。

「カートライト伯爵閣下の領地は少し変わってますわよね。街がとてつもなく活気にあふれていて」

　シンシアが興味ありげに、ジェリィへと視線を運んできた。レイフの苦労を知っているから、令嬢にそう思われているのは嬉しかった。

　そうですよね、とアリシアも同意してきた。レイフを慕うだけあって、カートライト領地には興味があるのだろうか、とジェリィもアリシアに目を合わせた。

「私も足を運んで驚きましたわ。酒場まで昼から人がたくさんいて」

（わざわざ『酒場』を槍玉に挙げるとは）

　シンシアは「あらそうなの」と適当な相槌を打っていた。

「働きもせずに酒場が流行っている領地って妙ですわね。わたしの父の領地では、酒場は夜だけのものとして厳格に禁止しておりますわ！」

　働きもせずに。

　ジェリィはアリシアの言葉にかちんと来た。ナンパしてきた輩も仕事を持っているだろうし、ビール女将は朝晩関係なく働いている。ギルドの人も、その妻たちも働いているのだ。

「お言葉ですがアリシアさま──」

　つい棘のついた言葉を放とうとした時、ドロシアの笑い声が高く響いた。

「まぁまぁ、可笑しいこと！　この子ったら酒場が仕事場だってことを知らないのね、アリシア嬢。もっと父君についてらして、領地をご覧になったほうがいいわ。シンシア嬢のように、他の領地を見て回るのも勉強のうちですよ」

　はぁ、と不満げに口を結んで、アリシアはティーカップをいじった。

　シンシアはこっそりと耳打ちしてきた。

「箒のついている酒場の鶏料理をこっそり買い求めましたの。とても美味しかったですわ」

　そう言ってくすっ、と笑った。箒のついている酒場とは、ビール女将の店だ。ジェリィも太鼓判を押した鶏料理。

　シンシアのような上品な令嬢が、鶏の足をかじっている姿が想像できないだけに、ジェリィも少し笑ってしまった。

「カートライト領の街は最近、お菓子も美味しいっていうお話ですわね」

　シンシアがティーカップを口に運びながら言った。

　そんな話は聞いていないジェリィも、ドロシアも初耳だったようで、全員がシンシアのほうを向いた。

「なんでも砂糖の精製が進んでいるとかで、上質の砂糖を使用したお菓子が売れているんだそうなんですの」

　ジェリィは心の中で、あっと声を上げた。

　それはいつだったか酒場で輩から取り上げた砂糖が元だ。

　あれからすぐ、レイフは砂糖の精製を始めていたのか。

　巡り巡ってこんなところで話題に上るとは思ってもみなかった。

「砂糖は教会ですらもなかなか手に入れるのが難しい一品ですのに、カートライト伯爵は本当に素晴らしい手腕の持ち主ですわ」

　シンシアは本当にカートライト領について詳しかった。

　おそらくカートライト領だけではなく、どこの領についても詳しいに違いない。

　シンシアはおそらく頭の良い女性だ。

「時にご本はどんなものをお読みになって？　令嬢方。私、最近の流行のご本を知りたいですわ」

　ドロシアは一番若いアリシアに目を向けた。

「わたし、大衆小説は読みませんわ。正直、勉強のほうで活字は手一杯ですの」

「まぁ、勉強熱心なのは良いことだわ」

　ドロシアがアリシアに頷いて見せた。

　アリシアはちょっと照れたふうに、笑った。

　こうして見るとアリシアも可愛らしい。

「私、最近こういったものを、少し読んでますの」

　シンシアがバッグから取り出したのはちょうど文庫本サイズで、持ち歩きに便利そうだった。

　すぐ隣に座るジェリィに渡してくる。

　薄いピンク色の可愛らしい表紙をしていた。

「馬車の中など、退屈でしょう？　揺れを気にしないでいられる道はこういった本で楽しんでます」

　作者はアーロン・クルス。

　聞いたことのない作家だ。

　と言っても、こっちの本など読んだこともないジェリィが知る作家などいやしないのだが。

　タイトルは『ロバートとリスティア』という単純明快な恋愛小説のようだった。

　ペラペラと開いてみて、一瞬で閉じた。

（これはっ……官能小説じゃないの！）

　どれ、と手を伸ばしてくるドロシアに見せていいものか悩んだが、シンシアが「どうぞ」と言うものだから、恐る恐る回してみた。

　ドロシアは優雅な手つきで本を開き、うんうん頷いた。

「そうねぇ、このジャンルにしては聞き心地の良い言葉を使っている作者ね。作者名を覚えておきましょう」

　さらりと言ってのけ、メイドに紙とペンを言いつけている。

　シンシアがそれを止めた。

「私、もう読み終わっておりますの。どうぞ、お持ちになって」

「あら、よろしいの？」

　二人の会話の間で、ジェリィは目がくらくらしていた。

　目の前で、蝶の羽のようなドレスをまとった貴婦人が、官能小説の貸しあいっこをしている。異常な光景だ。

　アリシアが何？　どんなご本？　ときょろきょろしているのを、シンシアはおっとりした口調で「アリシアさまにはまだちょっと早いかもしれないですわ」と言っている。

（わたしだって十分早い……年でもないか）

「ジェリィさまはこういったジャンルはお読みにならないの？　面白いですわよ、ロマンチックで。……蕩けますわ」

　最後の一言でシンシアはうふっ、と魅力的に笑った。

　このシンシアとは友達になれそうな気がする。

（アーロン・クルスか。名前だけ憶えておこう。読むかどうかは別として）

「あら、エヴァンジェリンさまはこういったジャンルに免疫がないの？　それはいけないわ、すぐ花嫁になられるのに」

　ドロシアは手元の『ロバートとリスティア』をジェリィの前にずらした。

「お読みなさい。あなたのような方は慣れておかないと」

（あなたのような方ってどういう方だ）

　もしや花嫁になるのに純粋無垢だと勘違いされてのことだろうか。

（することはちゃんとやってますが）

　などと言えるわけもなく、ジェリィは引きつった笑いを浮かべて、本をバッグに入れた。

「エヴァンジェリンさま、ぜひご感想をお聞かせ下さいましね」

　にこっと笑ったシンシアが連絡先を寄こしてきた。ジェリィも連絡先を返しておく。

　こうしてドロシアのお茶会は終わった。








第五章




「結婚式を挙げよう」

　……は？

　まさかあのお茶会の一件で、アリシアからつつかれでもしたのだろうか、と思ったが、違っていそうだった。二人が連絡を取っている様子は見られない。

　レイフの「結婚式」という一言が、蜂の巣をつついた大騒ぎになった。

　バビントンとノアが大聖堂に呼びかけ場所を用意し、ミズ・クリスティが招待客を選び始める。フィオナは衣装のデザイナーを呼んで、ジェリィとレイフの衣装についてあれこれ注文をつけていた。

（大仕事じゃないの！）

　色んな計画に疲れたジェリィは作業着を着て、一人で沼地にいた。

　結婚式の主役という立場にいながら、これっぽっちも嬉しくなかった。レイフとジェリィの愛を誰かに確認してもらいたいわけではないのだ。

　石段に座って、頬杖をついてぼんやりしていると、飛竜が数頭飛んできて大きな木にそれぞれ止まった。

　ジェリィの作業服を見てレイフが来たと思ったのだろう。食事の時間と勘違いさせてしまったらしい。

　ぎゃあ、と鳴かれると鼓膜がびりびり震えるようだった。

　仕方なく食料庫から生の鶏肉を出してきて、飛竜に投げてやった。レイフのようにはうまくいかない。

　コントロールゼロの鶏肉を、飛竜たちはうまくキャッチしていた。

「ジェリィ、ヘタクソだなぁ。むしろワイバーンが上手いと言うべきかな」

　背後からけらけら笑う声が聞こえた。レイフだ。

「うるさい」

「何、ご機嫌ななめ？」

　笑顔で覗いてくる視線から、ぷいと顔を逸らす。

「どうしたの？」

　なおも覗いてくるレイフに、ちらと視線をやる。

　同じ石段に腰をかけるレイフも、同じ作業着だ。ジェリィがここにいるとわかっていて、その服で追いかけてきてくれたんだろうか。

「結婚式がめんどくさい」

　ジェリィがぶすっとしたまま言うと、レイフが拍子抜けしたように「えっ」と返してきた。

「なんで？　嬉しくないの？　女の子って好きなんじゃないの、ドレスとか可愛いものが」

　他の女の子のことまではわからないけど、ジェリィにとっては面倒事だった。

「だって、すごく周りに迷惑かけてる気がする」

「周りって、バビントンやノアのこと？」

　頷く。

　招待客も多岐に渡って、もしかすると王室が式を手がけてくれるかもしれないというノアの言葉を聞いて失神しそうになった。

　レイフが伯爵だということにすら、恐れ多いのに、この上王室後押しの結婚式になったら、倒れるだけじゃ済まない。

「そういうのも彼らの仕事だから」

「なんでわざわざ結婚式？　レイフがわたしのことを好きで、わたしがレイフのことを好きなんだから、もういいじゃない」

「……ジェリィ？　なんて言った、今。俺のこと好きだって言った？」

　しまった。

　言いたくないわけじゃないけど、言ってしまったあとのレイフの反応が、いつもジェリィの予想を飛び越えていくのだ。

　対応しきれない。

　レイフはジェリィの小柄な身体をがばっと横抱きにすると、城へ戻る方向へ歩いていった。

「ちょ、どこ行くの、レイフ」

「結婚式を挙げる！」

　だから！

　それがめんどくさいと憂いていたのだ！

「もう、下ろして！　わたしは仰々しい式は要らないの。レイフと二人でひっそりやれたらそれで満足なんだからっ……！」

「二人だけで、やろう？　結婚式。今から」

「…………？」

　沼地から出て、足を洗っていると、フィオナがタオルを持って走ってきた。

「もう、奥さまったらデザイナーの方がいらしていて、ウェディングドレスの生地の確認を──」

　フィオナがジェリィの足をぽんぽんと拭き、部屋靴を履かせてくれると、レイフが口を挟んだ。

「それ、別日にしてもらって。フィオナはジェリィに白いドレスの中からしっとりめのデザインを選んで着せてくれる？」

「え？　あ、は、はい」

　わからないままの顔で、ジェリィの後に付いてフィオナは歩いてきていた。

「あのね、結婚式をやるんだって。今から」

「今から、ですか？　今、準備している結婚式はいつになさる予定なのですか？　それとも、取りやめに？」

「うん。ちょっとわたしもわからないんだよね……」

　フィオナはレイフが言った通り、シンプルな白いドレスを着せてくれた。

　前髪は編み込み、後ろの髪は背中に垂らして、幾つも花を飾ってくれる。今までで一番少女らしい姿だ。

　ドアがノックされて、レイフが顔を覗かせた。

　服装は白いタキシードだ。

（タキシード……似合う、かっこいい……）

　本気で結婚式を挙げるつもりらしい。

　大勢が準備に奔走している式のほうはどうするつもりなのか。

「俺の奥さんは可愛いなぁ。世界で一番可愛い」

「こんな格好して、どうするの？　式は今準備中なのに。今更二人っきりの式になんてならないわ。きゃっ！」

　最後まで言わせてもらえずに横抱きにされた。

　レイフがこめかみにキスをくれる。

「心配性だなぁ、ジェリィは。二人きりの静かな結婚式をやりたいんだろ？　今からそれを、城の礼拝堂でやろうとしてるの！」

「準備中のほうは？」

「それはいつかやるけど。とりあえずもう、すぐに結婚式を挙げたくなった。ジェリィが俺を好きだと言ってくれたから、すぐに式を挙げて、神の前で俺のものにする！」

　出た！　斜め上の発想！

　などと思いつつも、ジェリィはレイフの肩に両腕を回していた。

（好き）

　本当に好き。

　我ながら簡単だと思うけれど、レイフは現実社会から引きずってきたジェリィのトラウマを断ち切ってくれた。そして、空っぽの器に、これまで以上の愛を注いでくれているのだ。

　これで愛さずにいられるだろうか。

　横抱きにされたまま、クッションの敷き詰められた馬車に乗せられた。

　今日もいい天気だ。雲ひとつない。

　時折、風が涼やかにジェリィの髪を揺らした。

　距離的にはほど遠くない場所で、馬車は止まった。先に降りたレイフが手を伸ばしてくる。

「おいで。俺の花嫁」

　その手を取って、軽やかにステップを降りた。

　礼拝堂は初めて見る場所だ。

　緑の木々に囲まれて、白くて丸い屋根の建物。正面から見て左右に、鮮やかなステンドグラスがはまっている。

「綺麗なところ。カートライト城にこんな場所があったなんて。荒地だったころは想像できなかった」

　レイフは頭を掻いた。

「まあ、あの頃は竜に夢中で……花嫁候補なんてろくに見てなかったし、城が荒地なのは知らなかったからな。領地の民が生きていけるようにするのが第一だと思ってたから」

　ジェリィはにっこり笑った。

　レイフが領主として、領民のことを一番に考えていることは、ジェリィにとっても誇らしいと思えることだったから。

　ただ一点を除いては。

「領民の生活を一番に考えるのは、領主としてとても素晴らしいと思うわ。でも、それならどうして花嫁を募ってたの？　会いもしない花嫁を」

　んー、とレイフは考え込むように空を見つめた。

「ジェリィがいつ来るかわからないから、たくさん来てもらえれば、いつか会えると思ってた。でもそのうち疲れてしまって、会うのも億劫になってしまっていた。花嫁候補で来てくれた令嬢たちには、今でも悪いと思ってるよ」

　一気に言ってのけると、「さ、行こう」と手を引いてきて、礼拝堂に向かって歩き出した。

（え？　『ジェリィがいつ来るかわからないから』ってどういう意味？　わたしがここへ来ることは決まってた？）

　不可思議なセリフに、歩きながらジェリィの頭は混乱していた。

　その時、ひゅうと風が吹いて、ジェリィの髪を揺らした。

「きゃっ」

「大丈夫？」

　レイフが風のくる方向に立ってくれて、髪はくしゃくしゃにならずに済んだ。

　ありがたい。

　さっきまで『考えていたこと』は、心の棚に置くこととなった。

　礼拝堂は綺麗に掃除されており、祭壇のほうから白い装束の神父が現れた。

「旦那さま。ご連絡はバビントン氏から請け負っておりました。奥さまにおかれましては、ごきげんうるわしゅう。マクラウドと申します」

　ごきげんよう、と笑顔で返しておく。『二人きりで』とは言ったものの、確かに神父は必要だ。

　二人はマクラウド神父に誘われ、祭壇の前に来た。二人にとって、初めての体験だ。

　ステンドグラスを通ってきた色とりどりの光が、神父の白い装束を浮かび上がらせている。

「お互いを、健やかなる時も、病める時も豊かな時も、貧しき時も、あなたを愛し、あなたをなぐさめ、命のある限り真心を尽くすことを誓いますか？」

　二人は顔を見合わせて微笑んだ。

「はい、誓います」

　仰々しいほうの結婚式で行われる、結婚承諾書へのサインや、指輪の交換は省かれたが、それでも正式な夫婦になった充足感に満ち足りていた。

「ジェリィはめんどくさい、って言ってたけど、これくらいなら大丈夫だろう？」

　ジェリィは頷いた。

　大丈夫というより、これくらいこそジェリィが求めていたことだ。誰かの祝福も嬉しいけれど、神聖な誓いは二人きりでやりたかった。

「嬉しい。ありがとう、レイフ」

　誓いのキス。甘くて柔らかな唇。

　レイフを一生離してなんかやらないと思った。
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　帰りの馬車の中で考えていたのは、レイフの花嫁候補を集めていた話だ。




　──ジェリィがいつ来るかわからないから。




　ジェリィを待っていた……まるで、あらかじめジェリィがこの世界に来るのを知っていたかのように。

（レイフにはまだ秘密がある）




　──にゃーん……。




　猫の鳴き声。何かに困った時に通り過ぎる。

　現実社会で飼っていた『あの子』にとても似た鳴き声だった。







　白いドレスを脱がすのに、レイフは悩んでいるようだった。ベッドの上に運んできたくせに、クッションの上にジェリィを横にさせたまま固まっている。

「どうしたの？」

　いつもなら、嫌がっても抱きしめてくるのに。

　拍子抜けしながら、ごそごそとクッションを探っていると、いつかのお茶会でシンシアからもらった本が指先に当たった。

（あ、まず）

　こんな本を読んでいることがレイフに知られたら、まずいことになるのは間違いない。指先で押し込んでおく。

「あ、何隠した、今？」

「な、なんにも隠してな……あっ！」

　片手で両手首を押さえられて、ジェリィが隠した本があっさりと見つかった。

「アーロン・クルス『ロバートとリスティア』……ジェリィ、こんなの読んでるの？」

「？　知ってるの？」

「王都で流行ってる作家だって聞いた。へーえ……ジェリィこんなの読むんだぁ……」

　パラパラとページをめくりながらにやりとレイフは笑った。

「てことは今までの俺との営みが足りなかったってことかな。白いドレスを脱がせるのが背徳的だと思ってたけど、この本どおりにしてみよっか」

「へっ？　足りてる足りてる！　変なことしないで」

　白いドレスを脱がせるのを背徳的に思っていたとか、そっちのほうが変質的だ。

　レイフはジェリィの背中のボタンをぷちぷちと外していく。長いパールのネックレスが、しゃらしゃらと音を立てて裸の胸元にこぼれた。

　本を開いて持ったままのレイフが、じっとパールのネックレスを見ている。

「リスティアは素肌にアメジストの首飾りをつけたまま、行為に及んでるわけ。ジェリィはパールのネックレスがあるから、ちょうどいいね」

（ちょうどよくはない！）

　ちゃんとセリフ通りにやって、とレイフが言う。おかしなことになった。

「『綺麗だよ、リスティア』……じゃなくてジェリィ」

「『じゃなくて』とか、すごく興ざめなんだけど」

「違う。ここは自分の息遣いにアメジストが鳴るのを見て、リスティアが恥じらうシーンだから、セリフは、『嫌だわ、わたくし。期待に呼吸が大きくなるなんて』」

　ジェリィはレイフの肩にがばっと抱きついた。

「もうっ、本なんかいいから、リスティアじゃなくて、ちゃんとエヴァンジェリンを抱いて！」

「……ジェリィを抱くんだけど。リスティアみたいにしてほしいんじゃないの？」

「ちがーう、その本はお茶会の令嬢のシンシアに回されただけ！　王都で流行ってるとか知らないから！」

　じゃあさ、と上着を脱ぐ。裸の胸元をパールのネックレスに寄せて、レイフは熱い息で言った。

「俺の花嫁を抱くから」

　右手のひらをぎゅっとベッドに押しつけられて、レイフがのしかかってきた。胸と胸が触れる。

　耳元に熱い息を吹きかけられ、耳朶に舌が這った。熱い舌先が、耳殻を撫でるようにうごめく。こめかみから毛先まで、するりと長い髪を梳く手が気持ちいい。耳殻を舐めていた舌が、首筋に降りていく。その途中で、肌を強く吸われた。痛みに似た甘味が、じんわりと広がる。

　ジェリィは唇の感覚にふるっと身を震わせた。レイフの息が熱い。

「ジェリィの肌が薄桃色だ。綺麗だよ、ジェリィ」

　先刻のリスティアのセリフをなぞっているのか、無意識なのか。

　熱い息を吐くジェリィの唇に、レイフが唇を乗せた。熱のこもった口腔に舌が分け入ってくる。

（レイフの舌、熱い……その舌が、好き）

　口の中を掻きまわし、舌を追い、歯列をなぞっていく。赤い小蛇が、ジェリィの口腔を隙間なくたどっていく。

　ジェリィは口を封じられたまま、小さな甘い声を漏らした。口の中が良くて良くてたまらない。胸元のパールが、ひっきりなしにしゃらしゃらと音を立てていた。

「あふ……っ……」

　透明な糸を引いたままのレイフの舌が、今度は胸元を滑っていく。手のひらで乳房の形が変わるまで握り込み、桃色の胸の先を、口が飲みこんでいった。

　さっき口の中でうごめいていた舌が、今度は乳首を転がしている。きゅっと吸い、甘く舐めて、糸を引く。一度退いたのに、また口に含んで甘噛みしていく。まるで弄ばれているみたいだ、とジェリィは恥ずかしくなった。

「あ、んぅ、んっ」

　それよりも恥ずかしいのは、ジェリィの声に連動するかのように、音を鳴らすパールのネックレスだ。

　熱くなってきた肌に、冷たいパールが流れるのですら、ジェリィを感じさせる。

　パールにまで、肌が愛撫されている。

　パールを避けるようにして、唇が下腹へとたどっていく。

　もうすでに、脚の付け根がしとどに濡れているのを感じていた。

　赤くひくつくそこを、早くなんとかしてほしい。

　下腹に舌を許して、ジェリィはねだるかのように小さく腰を揺らしていた。

「触ってほしいの？」

　うん、と頷く。

　見栄を張る余裕なんかない。

　レイフは自分の指を舐めてから、ジェリィの秘所に触れた。

　そこは自分でもわかるほどに蜜液に濡れて、今にもレイフの指を飲みこまんとうごめいている。

　はしたないと思えば思うほど、蜜液が溢れた。

　指が、ぬるりとした感触で入ってくる。

　壁に触れて、奥までずくっと入ってきた。

　腰が跳ねる。

「ふっ……う！」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて出入りを繰り返し、時折、ジェリィを驚かせるように奥を突いてくる。そのたびにジェリィは甘い悲鳴を上げた。

「……俺、だめ。もう入りたい。ジェリィの中。ここ。いい？」

　いい？　だなんて、いつもは聞いてこないくせに。

　涙目になりながら、ジェリィはこくりと頷いた。

（欲しい。レイフが欲しい。このずっと奥まで、壊してほしい）

　純潔を象徴するパールがいやらしく音を立てる。花嫁の証。

　レイフが腰を入れてきた。ジェリィは、甘い吐息交じりの声を上げる。

　もう何度達しただろう。目の前が白っぽく霞がかっている。

　緩んだ目元には涙が溜まっている。

「ほら……もう何回も達してるから、めちゃくちゃ柔らかくなってる」

　蜜液は腿を伝い、シーツを濡らしている。

　中にいるレイフがまだ激しく動いている。

「あっ、や、おとが、やめ、おく」

　どくん。

　下腹が熱い。

　叩きつけられるような飛沫を感じて、ジェリィはのけ反った。

「ふっ……、ふっ……あつ……おくが、あついのぉっ……もう、やめて……」

　レイフはジェリィの髪を撫で、耳元に唇を近づけた。

「まだ。ジェリィ、耳まで赤い。可愛い」

　レイフはまだ一度もジェリィの身体から出ていっていない。

　レイフが動く度に放たれたものが、ぐちゅ、と音を立てる。

　その音が恥ずかしくて、ジェリィはそっと目を閉じる。

　そうすると、レイフはジェリィの睫毛にキスを落としてくるのだ。

　レイフがジェリィの腰を抱え直した。

「ちょ、もうだめ、もうやめて。あっ！」

　腕と肩を捕まえられて、秘所にレイフのものが当たった。

　膝に座らされるようにして、あとは体重のまま、レイフを飲み込んでいく。

「あ、あ、あっ」

　たまらず、レイフの肩に腕を回した。

　ずく、と腰を入れてくる感覚がもうだめだった。

　身体が蕩けるほどの甘味が貫く。

（もうっ、溶ける……）

　耳元に、レイフの小刻みの息を感じる。まるで獣みたいだと思う。

　その獣に喰らわれているジェリィは……。

（違う。わたしもレイフを喰らってるんだわ）

　レイフのあごをすくいあげると、ジェリィはその唇に深くキスをした。口の中でレイフの舌が動く。

　そのたびにジェリィの腰はゆらめき、レイフはそれを穿った。

　汗まみれの二人。

　背中を仰け反らせると、レイフが胸の先を強く吸った。

　下腹がきゅんと縮まる。

　レイフのものを食い締めて、もっともっと奥へと導いていく。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ」

　どちらのものともつかない息が寝室に響く。

　レイフがジェリィの胸に頬をつけ、ぎゅうっと抱きしめた。

　ふるり、と震えるとジェリィの腰をぐっと押さえたまま、ベッドに寝かせた。

　下腹は、レイフの放ったものでいっぱいになっているだろうと、目に溜まった涙をこめかみに流しながら、ジェリィは思った。

　まだジェリィに入ったままのレイフが、こめかみにキスをくれる。そこから頬、唇に。

「んぅ」

　舌で舌をなぞって、唇の端を舐めた。

「レイフ……もしかしてまだ」

「いや……」

　ジェリィの顎や首筋にキスしたままの姿勢で、レイフが言った。

「このまま出口を塞いでたら、ジェリィは俺の子を孕むんじゃないかと思って……」

「どれだけ人を妊娠させたいの」

　名残惜しそうな顔をしながら、レイフは身を引いた。

　途端に、こぽこぽと白濁が内腿を濡らしていく。その感覚に、ジェリィはまた身体を震わせた。

「敏感だなぁ、ジェリィは……こんなにちっちゃい身体なのに、どこもかしこも」

「やめてもう、恥ずかしい」

　見ないで、と上掛けを引っ張った。







　湯を浴びたあと、レイフに呼ばれてまた寝室に向かった。

「一緒に眠ろう」

　月は明るく、綺麗になった庭園を浮かび上がらせている。沼地のほうから、飛竜の声が聞こえた気がした。

「わたし、レイフに聞きたいことがあるの」

　ベッドの端に座っていたレイフが、ふと顔を上げた。仕方ないな、といったようなそんな顔をしている。

「レイフはエヴァンジェリン・バニスターが来ることを知っていたの？」

　レイフは微笑んだ。

「知ってたよ。エヴァンジェリン・バニスターが、というか、エヴァンジェリン・バニスターとして『就職』した君が来るのを待ってたよ」

　エヴァンジェリン・バニスターに『就職』した君、とは現実社会での『わたし』だ。

「……どういうこと？　レイフとわたし、現実社会で知り合いなの？」

　だとしたら猛烈に嫌だった。あの熾烈な日々を、傍観者の立場でレイフが見ていたとしたら。

「君は、猫を飼っていたことを覚えてる？」

　猫。




　──にゃーお……。




　ここにいるよ、と鳴いている。

　あの子のことをジェリィは知っている。

「あの子は、幼い頃からずっと一緒だった。つらい時、いつもそばにいてくれてた」

　うん、とレイフが頷く。

「君は心配性で、あの子がちょっとくしゃみをしただけで、すぐ俺のところに連れてきていた」

「なぜそれを知っているの？　……ペットクリニックに……レイフ、あなたは……」

「そう。俺はそこのお医者さん。あの子は大人しい、いい子だった。薬も嫌がらずに飲んでくれたしね。飼い主も優しくて可愛いいい子だった。俺はその飼い主がいつ来るか、待ち遠しくてね」

　あの子が大好きだった。

　あの子がくしゃみをしたら、風邪をひいたんじゃないかと、すぐにクリニックに走っていた。

　そこには優しい先生がいて、あの子にもわたしにも良くしてくれた。

（わたし、その先生が大好きだった。あの子がくしゃみをしなくなってからも、ちょくちょく覗いてた。それでも先生は叱ったりしなくて、コーヒーをごちそうしてくれたりしてた）

「レイフとわたし、知り合いだった……」

　そうだね、とレイフは相槌を打った。

「飼い主の女の子が就職して、もう来なくなるかと思っていたのに来てくれてたよね。そのうち、おかしな封蝋のついた封筒を握りしめて、君はクリニックに来た」




　──先生。わたし、遠くへ就職しようと思うの。だからここへはもう来れないわ。




　小柄な体に精一杯大人びたハイヒールを履いて、わたしは雨に濡れた姿で、戸口に立っていた。

「そんなこと言われて、俺が黙っていられたと思う？」

　封蝋の手紙を見せてもらった後、すぐに地図を確認して、面接会場となっていた部屋を訪れた。

　だが、そこには何もなかったし、誰もいなかった。

　ただの空き部屋だったのだ。

　気落ちして帰ってくると、郵便受けに入っていたのは変わった封蝋の手紙。

　彼女が持っていたのと、同じ手紙。

　雨のしたたる手で、すぐさま開くと、面接はさっき行ったばかりの部屋だった。時間はこれからすぐ。

（どういうことだ？　さっきは空き部屋だったはず）

　それでも行ってみるしかなかった。彼女が遠くに行ってしまう、その前に。

　部屋に明かりがともっていた。インターホンを鳴らすと、着ぐるみのようなヒツジが二足歩行で現れた。こんなサイズがあるのかと思うような、ヒツジのぴったりのスーツを着ている。

「君も見たと言っていた、ヒツジだ」

　スーツを着た姿で、「どうぞ」と短く言って、部屋に招き入れた。

　部屋は空き部屋ではなかった。

　そこには明かりが灯っているし、小さなグレーのソファセットがある。

　そのソファに腰かけるよう言われて、ゆっくりと座った。テーブルには緑茶が用意された。就職面接だというのに、どこからどこまでも丁寧だった。

「彼女はどこに就職する？　俺も同じところへ行く」

「それはかまいませんが」

　ヒツジはトレイを置いて、ソファに座った。




　──動物を育てるのは好きですか？




「もちろん。俺は獣医師だ。育てることも診ることもできる」

　いいでしょう、とヒツジは頷いた。

「彼女の名はエヴァンジェリン・バニスター。あなたの妻として『就職』なさいます」

　妻として『就職』？

　意味がわからない。

「髪は金色のふわふわ、目はグレー。小柄で素敵なボディラインを持った魅力的な女性として登場するでしょう」

　ヒツジが何を言っているのかわからなかった。

（『エヴァンジェリン・バニスター、俺の妻として就職する』？）

　それでも彼女の容姿だと言われた言葉は心に留め置いた。

「あなたが先に『就職』して、彼女を待たれるが良いでしょう。大丈夫、あなたが見てすぐわかるように、彼女には『[image: ]』を付けておきますから」

（『[image: ]』？……）

　その足でヒツジが運転する馬車に乗った。

　途中ですぐに眠くなっていった。出された緑茶に何か混ぜられたのではないかと思うほど、その眠りは早く、深かった。

　気がおかしくなったのではないかと何度も疑った。

　目が覚めた時、目の前にはおんぼろの山城が建っていた。

「着きましたよ。あなたはたった今から、『レイフ・カートライト』に『就職』しました。彼として生きてください。それがあなたの『仕事』です」

　…………。

　……。







　レイフは色のついた酒を、二つのグラスに注いだ。甘い香りがする。そのうちの一つをジェリィに手渡した。

「大丈夫。この酒は強くないから。こんな話をしていたら、少し飲みたくなった」

　ジェリィはグラスを両手に包むと、レイフの隣にすわった。

　一気にしゃべったせいだろうか。レイフの表情が暗い。

「君をできるだけ早く妻にしたくて、あらゆる金髪の女性を城に呼んだ。何人来ても、君じゃなかった」

「……バカね。金髪の女性じゃなくて、エヴァンジェリン・バニスターを探せば良かったのに」

　小さく笑ってから、お酒を一口飲んだ。甘くてこくがある。

　ビールが好きだけど、こんなふうに少しずつ飲むお酒もいいな、と思った。

　ただし、レイフと一緒なら。

「探したさ。貴族は多くて兄弟親戚もたくさんいる。金髪のほうが絞れたんだ」

　そうなの、とジェリィは頷いた。

　レイフは泣く一瞬前のような顔をしてジェリィを見た。

「すまない。君の人生を狂わせてしまった。罰は受ける。君が生きたい方法で、君をサポートするよ。金には困らせない」

　ジェリィはレイフを抱きしめた。

「バカね。わたしがヒツジから聞かれた質問をもう一度教えてあげる」




　──愛されることは好きですか？




「愛されることは、好きですか……」

　そうよ、とジェリィは相槌を打った。

「愛されるために、エヴァンジェリン・バニスターはここにいるのよ」




　──にゃーん……。




　ありがとう。

　あなたが繋げてくれた縁だわ、とジェリィは心の中で言った。

「前に『魔法少女ララナ』のファンだった、って言ったでしょう？　レイフがファンだったのは嘘ね」

「……え？　どうして……」

「だって、ファンだったのはわたしだわ」

　あの子に、愛猫に『ララナ』とつけるほど、幼いジェリィは『魔法少女ララナ』が好きだった。

「あなたがわたしを『ララナ』と呼んだのは、わたしとの繋がりを思い出してほしかったからなのね。ごめんなさい、気づかなくて」

　レイフはジェリィの胸にこめかみを当てたまま、震えていた。

　泣いて、いた。

　ジェリィはその髪を優しく梳いた。

「レイフが先生で良かった。先生がレイフで良かった。わたし、どっちのレイフも愛してるわ」

　子供のように泣くレイフの髪を、ジェリィはずっと優しく撫でていた。








第六章




　昼間から雨が降っていた。

　灰色の薄いカーテンがかかったかのような景色は、最初にカートライト城に来たあの日を思い出させた。

　ミズ・クリスティが指示を出し、メイドたちが忙しく働いている。

　雨の日は仕事が多いようだ。

　レイフも今日は沼地へは行かず、執務室にこもりっきりになっている。

　そんな皆を見ながら、することのない奥さま・ジェリィは部屋でお茶を飲んでいた。

（暇だわ。ここにいるなら何かやる事を見つけないと。刺繍と読書以外で！　それも領主であるレイフの助けになるならもっと理想的）

　ジェリィに、何ができるだろう？

　あいかわらずの退屈を持て余していると、ノアがレイフの執務室へと歩いていくのが開け放していたドアから見えた。

「ノア、それレイフへの手紙？」

　駆け寄って銀のトレイを覗き込む。

「主に、仕事関係や社交関係のものばかりですね。奥さまが見て、楽しいと思われるものはないはずですが」

「！　……これ」

　えんじ色の封筒に、何が書いてあるかわからない封蝋。宛先はレイフとエヴァンジェリン両名になっている。

　差出人は──

「就職斡旋所……」

　なんです、それ？　と覗き込んでくるノアを置いて、ジェリィは廊下を走り出した。

（どうして今頃また、ヒツジから手紙が来るの？）

　ノアより先に執務室に到着すると、息を整えてからドアを開いた。

　書類に向かっていたレイフが顔をあげる。

「どうした、ジェリィ。執務室に来るなんて、珍しいな」

「ヒツジから手紙が来たの」

　羊？　ときょとんとしながら、レイフは手紙を受け取った。

　そして封蝋を見て、はっとしたような表情でジェリィを見返した。

「……開けていい？」

　ジェリィはこくりと頷いた。

　かさかさと紙が鳴る。

　便箋を広げて、レイフは背中をもたれさせた。

「ヒツジが今日の夕方、来るらしい」

「何しに？」

「さぁ、そこまでは書いてない。会ってから、かな」

　ジェリィは身震いを起こした。

「まさか『エヴァンジェリン・バニスター』としての仕事が全うできてないとか……わたし達、お互いの正体をバラしてしまったわけだし」

「それはまずい、のかなぁ。『レイフ』を生きていくにはなんの問題もないと思うけどな」

　急に真摯な顔をしてレイフが言う。

　それはジェリィにもわからない。胸の内を不安の暗雲が曇らせた。







　夕方になった。

　黒雲からは時折稲妻が降りてきていた。

「ジェリィを追いかけて面接に行った日もこんな雨だったな」

　ぽつりとレイフが言った。

（あの日は最低だった。でも今思えば、レイフが動いてくれた、最高の日）

　現実社会と別れることを決めた日。

　そして、レイフがジェリィを追いかけることを決意した日。

　あの日がなかったら、今ここに二人はいなかった。

　ドアからノアが顔を出した。

「旦那さま、奥さま。お客人が見えてます。応接室にお通ししております。その……少々変わったお客様で……」

「────」

　レイフについて廊下を歩く。

　次第にどきどきしてくる。

　あの時のヒツジが、わざわざ異世界まで会いにきた。

　何しに？

（どうかわたしから、レイフを取りあげないで）

　祈るような気持ちでドアが開くのを待った。

　応接室のソファに、ヒツジはちょこんと座っていた。器用な手つきでお茶を飲みながら。

　レイフとジェリィが現れたのに気づいたヒツジはソファから立ち上がり、頭を下げた。

「これはカートライト伯爵、ならびに伯爵夫人。ごきげん麗しゅう」

「いや、座ってくれ。久しぶりだな」

　ええまぁ、とどうでもいい相槌を打って、ヒツジはまたソファに座って、ティーカップに口をつけた。

　レイフとジェリィも並んで向かい側のソファに腰を下ろした。

「それで、何の用でここに来たんだ？」

　ええ、それなんでございまして、とぼそぼそ言いながら、ヒツジはティーカップを置いた。

「弊社にもアフターケアというやつがございまして。新たに『ご就職』なさった方々にご満足いただいているか、再度ご確認するという」

　鞄からごそごそと手帳を取り出し、ヒツジは眼鏡をかけた。

「で、いかがですかね、その後？　伯爵は無事、夫人と出会われた、ということでよろしいですか？」

　レイフはジェリィの膝の上で、きゅっと手を握った。

「ああ。出会えた。愛しあっている」

　ヒツジは目を細めて、うんうんと頷いた。

「それは大変ようございました。伯爵は今も動物がお好きで？」

　何かをメモしながら、ヒツジはちらとレイフを見た。

「そうだな。ドラゴンを育てている」

「なるほど。適所だったようですな。ようございました」

　メモを取っている。

「あのっ……」

　ジェリィの声がけに、ヒツジはふとペンを止めた。

　レイフが心配そうにこっちを見ている。

「あの、わたし達、現実社会でのお互いの正体がわかってしまってるんです。それでも『エヴァンジェリン・バニスター』でいてもいいのかって、思って」

　ヒツジは、はいはいと言いながらメモを取っている。

　どきどきする。

　隠していてもよいことだった。

　でも後でわかって、レイフと離されるくらいなら、今説得しておいたほうがいい。

　ジェリィは固唾をのむ。

「それで何か不都合がございましたでしょうか？」

　ヒツジが心配そうな顔でジェリィを見返してきた。

「不都合……は、ありません」

　むしろ絆は深くなった。心から結ばれたと思えた。

　ヒツジはふむふむ、と言いながらまた何かをメモしている。

「でしたら、ようございました。いえね、そういったことで『仕事』ができなくなるような方も少なからずおいでになるのでね」

　心配致しました、とヒツジは目を細めた。

「別れなくていいの、ですか？」

「いえ、不都合がないのでしたら。こちらとしては『仕事』に励んでいただけましたら、それで良いのでございまして」

　拍子抜けした。

　ジェリィが思わず力を込めていた手が緩んだのを感じたのか、レイフがぎゅっと握ってくれた。

　後は何かご質問などは？　と問うてくるヒツジに、レイフが言った。

「元々こっちにいたレイフ・カートライトとエヴァンジェリン・バニスターはどうしたんだ？　俺たちのせいで消えたなんてことは」

　ヒツジは目を見開いて「消えるだなんてとんでもございません」と言った。

　ぺらぺらと手帳をめくり、あるページでぴたりと止めた。

「『エヴァンジェリン・バニスター』さまは『自由が好き』ということで、少し先のあちらの世界でアメリカのキャリアウーマンに『就職』されております」




　──自由が好き。




　ジェリィのこの生活を、『エヴァンジェリン』は窮屈に感じていたのだろうか。

　貴族の令嬢。

　大事に大事に、誰かに嫁ぐために、一つの理想的な淑女になることをつらく思う女性はいるだろう。

　自立心の強い女性なら、なおさらそうだ。

「『レイフ・カートライト』さまは『旅が好き』とおっしゃって、時代は過去になりますが、ロマ（ジプシー）に『就職』なさってます。なにぶん、貴族で領主の身分では、旅もままならぬそうで、今は大変健やかにお過ごしになっていらっしゃいます。ちなみにそのロマの方がどこに『就職』なさったのかと申しますと──」

　もういい、とレイフが止めた。

　このままどんどん遡られては、際限がなくなってしまう。

「とにかく俺たち夫婦はこのまま『仕事』をしてていいんだな？」

「さようでございます。あ、そうそう、忘れぬうちに」

　今度はなんだと覗き込むと、紙を二枚取り出してきた。

　一枚は請求書で、もう一枚は領収書だ。

「え、就職斡旋って金取るの？」

　レイフが驚いて言うと、ヒツジの目がきらりと光った。

「我々も商売でして」

「聞いてない！　──あっ？」

　レイフとジェリィの背中の辺りから、ひゅんと光の玉が飛び出して、ヒツジが手にしたガラス瓶に閉じ込められた。

　その瓶にはいくつもの光の玉がつまっている。

「それは何なんですか？」

　ジェリィが問うと、ヒツジは二枚の紙の控えを渡してきた。

「お客様の『満足』でありまして。ここから我らはお給金をいただいております」

　ガラス瓶の中身はきらきらと輝いていた。

　虹でも作れそうなほどに。

　書類を鞄に片付けるとヒツジはすっくと立ち上がった。

「では私はこれにて。次の中間報告は三十年後となっておりますが……私どもをお忘れになるくらい『仕事』に没頭されている場合、手紙は届きません。どうぞお幸せに『仕事』なさって下さいますようお願い致します」

　それと、奥さま──、と続く。

「はい？」

「……ちゃんと愛されておいでですか？」

　ジェリィはにっこり笑ってレイフの腕を取った。

「幸せに『仕事』してます！」








エピローグ




　青空が眩しい。

　ぷかぷかとバターロールのような形の雲が数個浮かんで、風にゆっくり流されていく。

　酒場の隣の空き店舗がそれらしく整えられるのに七日もかからなかった。

　ジェリィが買い上げ、店に作り替えたのだ。

　店の名前は『労働者の食堂』。

　その店の前に大きな台を出し、大鍋とパンの乗ったトレイを並べて、労働者に配っているのだ。

「はーい、次の人、どうぞー！　後ろはちゃんと並んでね！」

　簡素なドレスにエプロンをつけ、ふわふわの金髪を背後で一つにくくったジェリィはちょっとした女将だった。

　並んでいる労働者に出す今日の食事はクリームシチューと焼き立てのパンだ。

　器は個人個人持ち寄りで、それにシチューを入れてやり、パンは好きなように持っていくという流れ作業だ。

　その列には街の労働者と言われる者、いつかの男たちも、ビール女将まで並んでいる。

「ちょっとは味がよくなったんじゃないか？　食べられるようになってきた」

　男はそう言ってシチューをすすった。

　ジェリィは熱々のシチューの大鍋に入っていたレードルで台を叩きながら「失礼ね」と口を尖らせた。

　現実社会でのジェリィは実家暮らしで、料理の一つもやったことがなかった。そのジェリィが考えついた『領主夫人として領民のためにできること』が『労働者の食堂』だったのだから、基礎からして大変だった。

　最初に誰が料理するのか、という問題に、まっすぐな目でジェリィが名乗りを上げたのが始まりだ。

「え、ジェリィって料理できるの？」

　レイフの素朴な疑問と、召使たちは「貴族のお嬢さまだった奥さまにできるわけがない」という理由で血の気を引かせた。

　そのジェリィに料理を教え込んだのが城の料理女アンナで、レイフが味見役になった。

「食堂って大変なんだよ？　ジェリィできるの？」

　不安がるレイフに「大丈夫」とだけ言い、教えてもらったことについての努力は惜しまなかった。最初の頃はジェリィの素晴らしすぎる味付けに、『労働者の食堂』は閑古鳥が鳴くことになった時もあったが、今は行列ができるほど大盛況になっている。

　お代は取らない。

「皆の満足がわたしの給金になるんです！」

　と笑うと、レイフが「就職斡旋所か」と笑った。

　今日もあと一人分になった時、ジェリィの前に人影が立った。

「レイフ」

　ジェリィの後ろで後片付けを始めていたフィオナも気づいたらしく「旦那さま」と言った。

「最後の一杯もらえる？」

　ジェリィは笑って、最後の一杯を店の器に入れた。パンはもうなくなっていたので、シチューだけ。レイフは立ったままそれを食べきると「美味しい」と言った。

「ジェリィは店が終わってからどうするの？」

「んー、あんまり考えていないけど、酒場に行こうと思ってるの。今、女将に鶏料理を教えてもらってるの！」

　顔を輝かせるジェリィを、レイフは心配そうに見つめた。

「本当に毎日店をやってて楽しいのか？　城で本でも読んでいたほうがいいんじゃないの？　本ぐらい幾らでも取り寄せてやれるし」

「そうじゃないの、レイフ。わたしはね、レイフみたいに誰かの助けになりたいの。領民のためとかね。もちろん、よその領地から来た人にだって、シチューをよそうわ」

「……うん、そうだったね」

　それを言いだした時、レイフは共感してくれた。

　ただとても、レイフは──。

「レイフはとても、わたしに過保護なのよ」

　呆れたように言いながらジェリィが空になった大鍋を持ち上げると、レイフが慌てて代わりに持ち上げた。

「ほら、こういうところ！　わたしは十分鍋だって持ち上げられるのよ？」

「そうは言ってもジェリィはちっちゃいし、可愛いし」

　背後でフィオナがくすくすと笑った。

「旦那さまが思われるより、奥さまはしっかりやっていらっしゃいますよ！　フィオナもいることですし、安心なさって下さい」

　フィオナがそう言っても、レイフはうーんと娘を見る父親のような顔をしている。

「別に心配はしてないけど……」

「だったらどういう顔なのよ、それは。ところでレイフはこの後どうするつもりなの？」

　そうだな、とレイフは一瞬空を見た。

「何件か商談をしたいギルドがあるから、それを回ったらジェリィを迎えに行こうかな」

「わかったわ、じゃあ酒場で待ってる」

　うん、じゃあ後で、と言ってどこかに待たせていたらしい飛竜を呼んで飛び立っていった。

「レイフってタフよねぇ」

　そう思わない？　とフィオナを見返ると、台を拭きながら「奥さまだって、お元気ですよ」と返してきた。

「わたしから見ると、お二人とも活動的で、違和感があって……」

「違和感？」

　フィオナの口から意外な言葉が出た。

「そう、貴族らしくないんです。世話をされたことがなかったみたいな感じなんです。お召し替えだって、ちょっと遅れるとお一人で済ませてしまうし、わたし達使用人にも気さくにお話しされて……そう、貴族っぽくない？　どうしてかしら、なぜそんなことを思うのか……？」

　気さくすぎる、は今までもよく言っていた。意外でもなんでもなかった、とジェリィは笑った。

　フィオナの言う通り、レイフもジェリィも元々貴族だったわけではない。

　だからこそ、城のカウチで一人で刺繍することができないのだろう。

　領主として頑張っているレイフやその領民のために、何か手伝えることができるようになりたい。

　この世界に来てレイフに会って、初めて願ったことを、最近ようやくできてきたような気がする。

　領主自ら仕事を取ってきて、それを領民皆で分けて働く。それをまた領主が売る。その中で働く民を支える昼食の店があってもいい、とジェリィは思ったのだ。

　領主夫人として相応しい『仕事』ではないか？







　酒場にわっと熱気が上がった。

「エヴァンジェリン嬢の勝ちぃ！」

　ジェリィのテーブルにはカードと大量のチップが重なっている。

　向かい側の席にはいつかの男たちがすわって、かなり難しい顔をしている。

「あいかわらず、強ぇな、エヴァンジェリン……」

「カードの読みが甘いのよ！　あ、女将さん、ワインお願い！　今回のワイン、とっても美味しいわ！」

「あいかわらず、よく飲むねぇ。ああ、そうだこれ」

　女将が皿を包んだものをテーブルに置いてくれた。いい香りがする。

「さっき、練習でエヴァンジェリンと作った鶏料理だよ。持って帰って、領主さまと一杯やりな」

「ありがとう！　包んでくれたのね。鶏でレイフと一杯……いいかもしれないわ、レイフったらいまだにビールとこの店の鶏料理が合うって知らないのよねぇ」

　酒場でビール、と言うとレイフはいまだに苦い顔をする。

　まるでジェリィをどこへも出さず、何もさせず、城に閉じ込めておきたいのが本音じゃないかと思うぐらいだ。

「まったくエヴァンジェリンも領主さまもタフだねぇ」

　感心しているのか呆れているのか、わからない声を出して、女将はワインを持ってきてくれた。

「それで、ここで飲んでたら、領主さまに叱られないのかい？」

「大丈夫、大丈夫！　レイフには酒場に行くって言ってあるから」

　あはは、と高い笑い声をあげるジェリィをよそに、屋根に何かが当たった気配がした。

　パラパラと落ちてくる土埃。

「何だい、今の音は……」

　怪訝な顔の女将に、男たちが「まさか」と声をもらした。

　おそらく、ワイバーンが屋根に止まった音。

　そして十中八九、そのワイバーンの持ち主は──。

　がちゃんと金具が音を立てて、酒場の扉が開いた。

　眉をつりあげたレイフが、扉を閉めながらジェリィのほうを見た。

「……ビールか」

　低い声色に、酒場にいる面々が次々頭を下げていった。

「領主さま！」

「違っ！　俺らが声かけたんじゃなくて、エヴァンジェリンが勝手に入ってきて」

　ほう、とレイフが腕組みをして、ジェリィと男たちを交互に見た。

「『エヴァンジェリン』が勝手に？」

「違っ！　それもエヴァンジェリンがそう呼んでくれってしつこく、違、領主夫人が！」

「本当のことですぅ！」

　わかった、とレイフは手のひらで黙らせて、ジェリィの隣の椅子にすわって顔を覗き込んだ。

「ジェリィ？　酔ってる？」

「酔ってないわ。怒っている理由がわからないんだけど。さっき店で会った時、酒場に行くって言ったわよね、わたし」

「言った。ただし、料理を教わるためだと言っていたのに、この空カップの数は何なんだ？」

「っ」

　それは確かに説明がつかない。

「料理はほら、女将に教えてもらって作ったの！　確かにワインとカードはレイフにことわってなかったけど、あああ、ごめんなさい！」

「まぁ、わかってるならいいけど。いい匂いだし」

　レイフは過保護だ。

　過保護で、そして甘い。

「ね。レイフも飲も？　新しく出してもらったここのワインが絶品で。レイフも飲も？」

　言うが早いか椅子から立ち上がったジェリィが、カップの中のワインを口に含み、レイフの唇に合わせた。火照ったジェリィの体から舌をつたい、レイフの口の中へと送られるワインは甘い。

　さっきジェリィの勝ちに歓声が上がった時よりも、酒場は熱気にあふれた。

「どこでやってんの、城に帰りな、領主さま」

　女将の怒声に、レイフが「これは俺が始めたんじゃなくて」としどろもどろ言い訳をしている。

「ね？　美味しかったでしょ……あれ？」

　椅子の上にへにょ、と崩れるジェリィを、レイフが慌てて抱き上げた。

　とろんとした目がレイフを見つめている。

「邪魔してしまったな。今度からはジェリィがせがんでも酒類は一切出さないでくれ」

「領主さま、それはちょっとエヴァンジェリンが可哀想なんじゃないの？」

　呆れた顔で女将が返してくる。

「お城に嫁いだばかりで娘時代の自由はなくされてるでしょうし、ここより飲めるわけでもないんでしょう？　まぁわたしは貴族の娘だったわけじゃないんで、奥方の気持ちが全部わかるわけじゃないけどね」

「そうだ！　ビールくらい飲ませてやれ！」

　抱きかかえられたままの状態で言うジェリィに、レイフは呆れた。

「わかった。じゃあ、ちょっぴり出してやってくれ」

　うんうん、と女将とジェリィが同時に頷いた。

　店を出て屋根を仰ぐと、飛竜が屋根に止まっていた。

　腰のすわらないジェリィを、このまま飛竜に乗せるわけにいかない。

　馬車をつかまえ、飛竜には城へ帰るよう合図を送った。

　馬車の中でジェリィはレイフにもたれるように座っていた。

　酔った頬に風がひんやりして気持ちがいい。

「あんまり酒は飲みすぎるなよ？　カートライトの城でも少しは出させるようにするから」

　レイフの胸元で、ジェリィはふふ、と笑った。

「怒ってないで、レイフも飲みましょ、楽しいお酒を。ほら見て。鶏料理が作れたのよ、わたしにも。店でまた出せるようになるわ……あ、でも店で出したら女将の仕事の邪魔しちゃうわね。そうだ、アンナに料理のアレンジを教えてもらおう。酒場の味そっくりじゃなきゃ邪魔にはならないわよね？」

「ジェリィが一人で外に出てるのが心配なんだよ」

「一人じゃないわ。フィオナもいるし、女将もいるし、男たちもいるし。わたし、こっちの世界でたくさん友達ができたの」

　現実社会では隅に追いやられることが多かった。

　友達なんてできなかった。

　それでもこの世界ではジェリィに同調し、支えてくれる人々がいた。

　そのお返しらしき活動は最近やっとできかけたばかりだったが、皆それにすら力を貸してくれていた。

　ジェリィはさっと起き上がって、レイフの唇に唇を合わせた。

　レイフの舌は、ほんのりワインの香りがする。

　ジェリィのグレーの目が、レイフの視線をとらえて、にっこりと極上の笑みを浮かべた。

「愛してるわ、レイフ。あなただけ」

「……──！　……」

　可愛いと思ってしまうレイフの負けだった。

「ジェリィ……少しだけ」

　レイフはジェリィのワインのする唇に唇を合わせた。

　舌を差し入れても、酔っぱらってしまっているジェリィは無防備に身体を差し出しているかのように、反応が小さい。

　それでも、小さな小さな甘い声を上げていた。

「んっ……続きはレイフの部屋で、ね？」

　我ながら、こんなことを言うようになってしまった。

　顔をほんのり染めたレイフが少年のような顔をして「うん」と頷くのを見て、可愛いと思ってしまう。

　レイフがこほんと咳払いをした。

「実はね、結婚式の日取りが正式に決まったんだ。王室が押しての盛大なものになるはずだ」

「え、その話、まだ進んでたの？」

　進んでたんです、とレイフが頷いた。

「ええ、やだ！　もうレイフと二人きりでしたもん」

「うんうん。じゃあその話、城でジェリィの鶏料理とビールと一緒に話そうか」

　レイフの妥協案はかなりジェリィ寄りになってはいるが、この盛大な結婚式を免れる術はない。

　ジェリィは仕方ないといったふうに息を吐いた。

「まっ、いいわ。わたしの料理を食べてビールを飲んでくれるなら、今晩はごねるの許してあげる。でも明日からはまたごねるわよ？」

「ごねても覆らないって……」

「わかってるけど、二人きりでした式が一番だって思いたいんだもん」

「ジェリィ……」

　こめかみにキスをくれる。

　頬にも、唇にも。

　まだこの甘い唇を独り占めにしていたかった。





了










あとがき







　このたびは、『異世界で就職したら、花嫁候補として溺愛されました!?』をお手にとってくださいましてありがとうございます。

　初めてのファンタジーを書かせていただきました。楽しんでもらえたら幸いです。ヒロイン　エヴァンジェリンにも、ワイバーンは乗り回してもらえると良かったのですが、そこまでお話が進みませんでした（笑）。

　それでも奔放なヒロインはいつか書いてみたい女性像でしたので、それは叶ったかなぁと思っています。皆さまのおかげです。

　素敵な表紙、挿絵を描いて下さった蘭あららぎ　蒼そう史し先生には感謝もうしあげます。あの素敵なイラスト群がなければ、この物語はモノクロのようだったかもしれません。挿絵で描いていただいたエヴァンジェリンとレイフがいてこそ、活き活きと走り回る存在になったようにも思えます。眼福なイラストたちをありがとうございました。

　最後になってしまいましたが、スケジュールの管理を始め、さまざまなサポートをして下さった編集の皆さまに感謝もうしあげます。おかげさまでこの物語はお手に取っていただく形になりました。ありがとうございました。

　そして、ここまでおつきあい下さった貴女に……感謝です！






　二〇二二年五月吉日




みなせ遊ゆ砂さ　　










トパーズノベルス

同時配信二〇二二年五月二七日配信予定
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その背徳さえも媚薬と化して


【書下ろし・イラスト十枚入り】







著作：如月一花

イラスト：南香かをり







　『このまま俺の子を孕んだら、俺の奥さんですよ、海さん』







　　夫である町まち田だ奏かな多たとのセックスレスに悩む海うみは、会社の資料室で自慰にふける日々を送っていた。だがあるとき、その現場を同僚の九ここの重え健たけるに見られてしまう。困惑する海に対して、九重はそのまま自慰を手伝ってきて……!?










トパーズノベルス

近日配信二〇二二年六月二四日配信予定








好きの気持ちは止められない～極道の若頭に愛されて!?～（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：雛瀬智美　　イラスト：緒田涼歌







　『余計なことは考えるな。俺だけ見ていればいい』




　　　雨あま森もり歌か恋れんは、大学三年生。実家の洋菓子店を継ぐため大学の食品学科に通っていたが、ある日、実家の店を訪れた客・高たか遠とお翔つばさと出会い、運命の恋に落ちる。高遠組の因縁の岸本組とも決着をつけ、幸せな未来を手に入れる。








悪徳令嬢の恋物語（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：ひなた翠　　イラスト：蘭　蒼史







　『俺が唯一、大切にしたい女性がリリーなんだ。だからこそ、リリーのナカに入りたい』




　　　誰もが幸せと思う結婚に悪印象を抱き、悪徳令嬢と囁かれるリリーは、パーティで亡き兄の上司グレイソンと再会する。そこで二人は酔いも手伝って「一夜の過ち」を犯してしまう。それに責任を感じたグレイソンが、リリーに結婚を申し込んできて……!?
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